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ー経済統計データ・バンクの基礎研究一

タベースの研究

藤野正三郎編

            昭和51・52年度文部省科学研究費
            一般研究（A）（課題番号：140005）研究報告書
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一橋大学経済研究所
日．本経済統計文献センター





統計資料シリーズの発刊に際して

 日本経済統計文献センターは，1971年以来統計データの整備・加エ・システム化について新

しい活動を開始した。この活動は，1800年代以降の日本経済に関する統計資料の発堀所在調査

を行い，統計原データを一定の基準において連続する系列として整理採録し，またこれらのデ

ータを加工して経済分析上有用な統計量を推計し，さらにそれらをシステム化してデータ・パ

ンクとしての機能を発揮し，すべての研究者に情報を提供して共同利用の実を上げることを目

標としている。

 このようなセンターの活動にともなって，統計文献に関する調査や統計データの整備・開発

が行われるが，それらの成果を発表し，広く統計データ利用者の便宜に供することとした。こ

こに「統計資料シリーズ」として発表するものがそれである。

 上述のセンターの活動には，その対象によっては，きわめて長期間の作業を必要とするもの

もあるし，また比較的短期間にそれを完了することのできるものもあり，作業成果は必ずしも

定期的にえられるわけではない。したがって，このシリーズは定期的に刊行するわけではなく

センターの活動の進展にともない，成果のまとまった段階で随時発表する予定である。

   1972年12月8日

日本経済統計文献センター長

     石  川    滋





は し が き

 1976・1977年の2力年に亘る文部省科学研究費一般研究（A）．「経済統計データ・パソノのた

めの情報蓄積に関する共同研究」は，日本経済統計の長期時系列データを中心として，一一応の

まとまりのあるデータ・ファイルを作成し，その検索処理システムと共に公開することが可能

な段階にまで到達した。

 本報告書は，我々の作成したデータ・ファイルの内容と，その検索処理システムの大要を要

約し，利用者の手引書となることを目的としたものである。データ・ファイルは共用化されて

始めて，データ・バンクとしての機能を発揮するのであり，その点を考慮して，我々は，全国の

共同利用ファイルに格納する実験と，大型計算機間のファイルのMTベースによる転送処理実

験も行った。

 これらの実験結果が，将来の日本経済統計文献センターの新しいデータ利用機能の開発のた

めの資産として活用されることを期待するものである。

 尚，共同研究者を代表して，共同研究幹事の役を勤められた倉林義正・溝口敏行・松田芳郎

の算氏と，研究協力者として，種々協力を惜しまれなかった，高松信清氏や本研究所計算機室

の助手諸氏，特に有田富美子氏と，文献センター助手秋山涼子・大井博美両氏の努力に感謝し

たい。

 またこのような作業に不可欠のものとしては，データの転記・パンチという細心の注意の必

要な仕事がある。これに黙々として従事して頂いた作業補助老の努力に対して心からの謝意を

表したい。

      1978年3月

                        研究代表老藤野正三郎
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経済統計データ・バンクのための情報蓄積に関する

        共同研究・研究組織の概要

文部省科学研究費補助金一般研究（A）
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長期経済統計（LTES）データベースの研究

  一長期経済統計データ・バンクの基礎研究一
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       . ABSTRACTS OF RESEARCH PROJECT , GRANT IN

          AID FOR SCIENTIFIC RESEACH

                                                              '
1. PROJECT NUMBER 14000S 2. CATEGORY Specific Research (A)

3. Tl'TLE OF PROJECT, Research on Compiling Data File for Economic Statistics Data Bank

                                                  '

4. HEAD INVESTIGATOR (1) REGISrERED NUMBER 2720100176SO

                            (2) NAME FUJINO, Shozaburo

S. ABSTRACT OF ?ROJECT
  1. 0ur research project has investigated the present situatlons of the various data bank

    systems now working in Japan and also tested the information retrieval systems and econometric

    packaged programs such as STEPS FOIL, EMS, GEM and SPSS whieh are rnost wellknown systems.

    Basing on this irrvestigatton and testing, we adopted the poltcy of constructing data bank
                                                                '    through compiling and accumulating the privaCe researcher files (PRF) as a starting point.

    The data file system used is largely SPSS fixed format style which can be utilized as

    FORTRAN input formats ±ndependent frOM .the SPSS data file system and some
    special data ftle sy3tem for Tnore eDmpltcated data structure ts constructed.[1] [5] [6]

   2. The data which were tnput in our system are as follows, A)the principal figures based on

    the Estimates of the tong-term Econamic Statistics of Japan since 1868 edited by K. Ohkawa,

    M. Shinohara and M. Umemura etc. B) the whole sale prtce tndexes of the Bank of Japan

    by the individual commoditiy base and C) balance sheets of various ±ndividual firms in

    1905-1943 and list of flru,s of 1908. [1] [2][7]

   3. In corrtpiling these data files, extensive survey of the statisttcal documents published

    in the past century has been carried out in order to ftnd basie materials for estimation of

    the long term economic statistics. The results of the survey and the list of the microfilm$

    taken are published t" separate yolumes. [3][4]

6. KEY WORD
               data base lon -term economic statistics data strueture

data bank SPSS rtvate researcher file

VHI
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1)

Base

2)
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-cs in Ear2y Meiji period. (Meiji Zenki Nihon Keizai Tokei Katdai
Shoshi: in Japanese) 2 vo!s. in 3 issues.

4) Documaentation Centre of Japanese Econonic Statistics: C2assified
Cata2ogue of Microfilrns on Statistical Materials in the Documentation
Centre of Japanese Economic Statistics. 2 vols. ( Tokei Shiryo Micro
-film Mokuroku: in Japanese )

5) MATSUDA,Yoshiro: Data Structure in Dataology (Data Kozo to Data no
Riron: in Japanese) The Hitotsubashi Review.

6) MATSUDA,Yoshiro: Statistical Data Bases in Japan(Nihon nt okeru
Data Base no Genjyo: in Japan ) The Hitotsubashi review.

7) KrYOKAWA,Yukihiko: Diffusion Patterns of the Silk-Reeling Technolog
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昭和51・52年度科学研究費補助金一般研究（A）

研究成果報告書

1．

2．

3．

4．

課題番号 140005

研究課題 経済統計データ・パンクのための情報蓄積に関する共同研究

研究代表者 一橋大学経済研究所・教授・藤野正三郎

研究分担者

   一橋大学経済研究所・教授・梅 村 又 次
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5．この研究課題で従来受けた研究費

  昭和51年度 660万円

  昭和52年度 200万円

6，研究成果

  本共同研究は（i）一橋大学経済研究所および日本経済統計文献センターでこれまで開発蓄積してきた，明治初頭以来

約100年にわたる長期時系列統計数値をデータ・パンク活動の基礎として，データ・ファイルに蓄積すること，㈲さ

 らに上記の系列に欠けている関連統計系列を推計加工し，これをデータ・ファイル化することを目的としている。

㈹またこの作業に関する基礎的調査を行うことによって，日本経済統計文献センターにおけるデータ・パンク活動の

ための準備作業を行う。このための研究計画としては，

  1）データ・ファイルに蓄積するためのファイル様式の研究と入力方式の研究。

  2）日本経済に関する長期時系列統計（大川一司名誉教授など一橋大学経済研究所所員を主要メンバーとする人々

  の推計作業一『長期経済統計』（東洋経済新報社刊，全13日中9巻既刊）一などから重要系列を選別し，1）

  の方式に基く入力作業。

  3）推計作業に必要な統計資料文献の所在調査とその収集。
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4）『長期経済統計』などに欠けた，重要な長期時系列データを推計加工．

5）データ・バンクに関する基礎的研究および日本国内における既存データ・パンクの調査研究である。

 研究成果

q｝我々の研究プロジェクトは，現在日本で作動している種々のデータ・バンクシステムの現状を検討し，又，最

 もよく知られたSTEPS－FOIL EMS GEMおよびSPSSのような情報検索システムと計量経済学                  ，           ，

 的分析を含んだプログラムシステムをテストした。この検討とテストを基礎にして．経済統計データ・パンクの

 出発点として個人研究者ファイル（PRF）の編集と集積によってデータ・パンクを構成する方針を我々は採用

 した。個人研究者ファイルとしての使用の仕出さを考慮に入れて使用したデータ・ファイル・システムは，SP

 SS・データ・ファイル・システムのなかの固定書式入力を採用している。これはFORTRAN書式として，．

 SPPSシステム・ファイルから独立して使用しうるからである。この他より複雑なデータ構造のためいくつか

 の特別なデータ・ファイル・システムがつくられている。

  特殊なデータ・ファイル・システムとしては，従来あまり注目されていなかった『徴発物件』の関連データに

 基づいて，明治初期の軍管区別の生産物・資本・人口等を経済的地域区分へ縛替え集計する作業，また経済活動

 の主要な担い手である企業に関する財務諸表等のデータについて『日本全国銀行会社資産要覧』等の文献を蒐集・

整理し，明治39年以降昭和18年越の約50社の期間について財務諸表を統合勘定項目体系により組替え集計，明治

 41年の企業分布を求める作業を行った。また，推計結果を冊子体の形で公刊したものとしては，明治6年以降昭

 和50年迄の証券価格と利子率の系列がある。

  この他時系列・横断面混合型のミクロ・データ・ファイルとしては，戦時期の日本の最も重要な産業の一つで

 ある製糸業について，多條繰糸機の普及伝播過程の分析用データ・ファイルを作成し，分析を行った。

② 完成されたデータ入力は以下の通り。ω大川一司，篠原三代平，梅村又次等編による『長期経済統計』のなか

 の主要系列。〔iD個別商品ベースに迄細分化した日銀の卸売物価指数。（m）1908年の企業リストデータと種々の産業

 の個別企業の貸借対照表。

｛3）この長期経済統計のデータベースは，LTESデータベースと呼んで，共同利用に提供するために，東京大学

9大型計算機センター・データ・ライブラリーに一部を登録し，ディスク・ファイルからの検索実験を行った。こ

 れはいわゆるオン・ライン検索と呼ばれるものであって，この他計算機のネット・ワークによって結ばれていな

 い遠隔地との利用を考慮に入れて，北海道大学大型計算センターに磁気テープ（1600bpi）によるデータの一部

 の転送を行って，検索実験を実施した。この両実験によって，ほぼデータ・パンクの実現可能性が確認されたと

 いえる。

ゆ これらのデータ・ファイルの編集に先立って，長期経済統計系列の推定のための基礎的資料として活用するた

 め，この1世紀に公刊された統計書の広汎な所在調査が行なわれた。調査の結果と撮影されたマイクロ・フィル

 ムのリストは2巻に分けて刊行されている。

耐 今後の残された課題としては，本書「長期経済統計（LTES）データベースの研究」（藤野正三郎編）

 （1978年）を一般に配布し，利用者の意見に従って，データベースのドキュメンテーシ・ソの改善を行うこと，

 利用者の需要調査によって，これからの追加データの入力について検討すること，また，大型計算センターのディ
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  スク・ファイルの陳隆の現状から見て，今後の大型計算機センターのネット・ワーク・システムのなかに，主題

  別データ・センターをオソ・ラインで結ぶ方式との利害等を検討することがある。

2．硬究発表

 （D 学会誌等

〔1〕倉林義正．一橋大学経済研究所教授， 「ノールウエイ中央統計局再訪」 51ヨZ鴻5Ne硲・ε；乙θtter no．2

 昭51，6月

〔2〕松田芳郎，一橋大学経済研究所・助教授，Size Distribution Analysis Packaged Program

 and Inco皿e Distribution Data－Base， H1亡ot5ロわashゴ Joロ」rηaエ of βσoη01ηユ。5

 （共同論文），1977，Feb．

〔3〕同上．「データ構造とデータの理論」『一橋論叢』 78巻第1号 昭52

〔4〕同上， 「日本における統計データベースの現状」『一橋論叢』 79巻6号（近刊）

酷〕清川雪彦，一橋大学経済研究所・助教授「製糸技術の普及伝播について」『経済研究』 28巻4巻，昭52

 （2）口頭発表

   松田芳郎，一橋大学経済研究所・助教授「規模分布分析用パッケージド・プログラムと所得分布データ・ベー

  ス」（共同報告），第44回日本統計学会年次大学，昭和51，7月

 （3｝出 版

〔1〕藤野正三郎，一橋大学経済研究所。教授，『証券価格と利子率；1874～1975』2巻，一橋大学経済研究所日本経済

 統計文献センター，昭52，3月，7月（統計資料シリーズ，5，7）

② 日本経済統計文献センター，『マイクロ・フィルム目録』2巻，一橋大学経済研究所日本経済統計文献センター

 昭52，3月，昭和53，3月（統計資料シリーズ6，9）

B〕細谷新治，一橋大学経済硬究所・教授，『明治前期日本経済統計解題書誌』上の一，上の二，一橋大学経済研究

 所日本経済統計文献センター，昭51，52，4月（統計資料シリーズ，4，8）

〔4〕藤野正三郎，一橋大学経済研究所・教授，『長期経済統計（LTES）データベースの研究』一橋大学経済研究

 所日本経済統計文献センター，昭53，3月（統計資料シリーズ，10）
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長期経済統計（LTES）データベースの研究





1 経済統計データ・バンク

1．1．統計データ・バンク

  データバンクという表現が一般に使用される様になってきたのは，1950年代に入ってから

 である。これは，電子計算機の発展が，記憶容量の大型化と補助記憶装置の使用と相まって，

入出力端末が一箇ではなく複数箇同時に接続して使用しうる時代に入ってから論じられてき

 た問題であるといえよう。ただ，その初期に曾ては，伝統的な図書館からの類推で，機械可

読型にしたデータを一箇所に集め，それを共同利用するという考えであったといえる。しか

 し，この様なデータ・バンクを具体的に設計してみると，機械可読型データといっても，磁

 気テープ・ベースの場合にはその相互交換性の問題から初まって，どのようなデータ構造の

 ものをどのような書式で機械可読型にしているかといった細部の技術的問題だけでも，簡単

 な作業ではない事：が明らかになってきた。書物のように比較的その物理的形態が単純なもの

や，銀行の様な金銭という意味では交換の対象が規格化されているものからの類性では，処

理出来ないデータ・バンクというときの最大の問題は，その共有する資源である情報がどの

 様にして，共有可能なデータ・ファイル即ちデータベースとして設計されるかにあるという

 ことが明らかになり，データ・バンクというよりは，データベースが，情報科学の研究者の

 中心課題となって来た。これが1970年代の状況であるといえる。

  1950年代におけるヨーロッパ・アメリカ等でのデータ・バンク創設の動きは，統計調査方

法の変革と表裏の関係で進行してきた。北ヨーロッパを中心として，個人識別番号を中心と

 して，統計調査によって得られる情報と行政事務で得られる情報を結合して，一つの共用デ

 ータ・ファイルを作ろうとする試みは，下表の様な比較的人口数の小さい国では成功したも

 のの，イギリス，フランス，西ドイツ，米国などの諸国では，個人の私的情報の秘匿の問題

 との関連で成功しなかった。

          個人識別番
                 人 口      調査単位区数  国  名
          号十代年代

スウェーデン

デンマーク

ノルウェー

1947

1968

196

820万人

500

400

25郡 2．600管理教区

276市町村

454市町村

（資料） 青野忠夫『番号化社会一コアピューター文明の光と影』 玉978（日経新書 289）から1乍表

 しかし，統計調査方法自体の変革は，データ・パンクの成否とは無関係に進められなけれ
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ばならなかった。理由のひとつの国民経済勘定体系の拡大と標準化（新SNA）は，国民所得推

計作業と独立に行われた産業連関表推計作業との統合を引き起し，データの相互整合性と必

要データ種類の増加を必要とした。またいまひとつには，調査拒否世帯の増加といった調査

環境の悪化に対応して，標本調査で得られる情報と，センサス調査で得られる情報との対応

関係を十畠分に明らかにし，センサス調査情報の有効な活用を図る必要が出て来た。その結

果センサス調査相互の関係の整合性の徹底化と，標本調査リストとしての活用が行われ

る様になり，諸統計調査間の体系化が図られる様になった。この様な調査方法の変化をダン

は「統計改革」という名で呼んでおり，この動きは日本にも波及し，官庁統計調査の再編成

が進行してきた。

 日本の場合には，総理府統計局「事業所統計調査」の事業所統計調査区と「国勢調査」の

国勢調査統計区を統合した統計調査区の設定及びメッシュ統計による地域標準化と，そのデ

ータ・ファイルの磁気テープによる提供という形で，：［業生産・サービス産業・世帯の標本

調査用リスト・データを作成する様になった。厚生省等の官庁の統計調査，地方自治体の統

計調査の基本調査リストとして活用されるようになった。これに対して，農業部門に関して

は，農林省の手によって，「農林業センサス」による農業集落データが，リストデータとし

て整備される様になっていった。これは，諸官庁よりは大学等の研究者による農村調査に活

用される様になって来ている。

 結果的には，これらの統計調査結果の磁気テープによる結果表の集積の形で・分散型の各

省庁のいわゆる自省庁内データ・パンクというものを経済官庁を中心に生み出す様になって

来た。

1．2 経済統計データ・バンクの構想

  経済統計のデータ・パンクは，その使用目的からは大きく分けて，二つに分かれる。一つ

 は，現時的な統計情報の必要に答えるためのものであり，政府等の経済政策のための統計情

 報システム用のものや，個々の企業の，企業の営業政策の決定のための統計情報システムが

 これに相当する。この場合は，各種の経済予測と不可分に結びついている。いまひとつは，

 かかる現時的な必要性には拘束されない，遡及的な統計情報，または歴史的な統計情報であ

 る。非常に大局的な政策決定のためにかかるデータが必要なこともあるが，概してかかる統

 計情報は，特定の政策を短時間に決めるといった風な政策決定とは無縁な事が多い。従って

 メ（学等の研究機関の調査・研究者の必要な種類のものであるといえる。

  この二つの分類は，そのデータ・バンクの内容構成に大きな違いをもたらしている。現時

 的情報の場合には，応答時間が短時間であることと，データの内容が絶えず更新されている

 ことが必要であるQオソ・ラインで検索し得て，ディスク・ファイル等にデータが常駐して

 いることが必要である。これに対して，遡及的情報の場合は，当然蓄積されるデータは様々
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な時問閻隔をもった様々な種類のものであり，しかも，それぞれの情報を要求するものの内

容もその限りでは，非常に多岐に亘るといえる。データは，パッチ処理でもかまわないだけ

でなく，全データをディスク・ファイル内に常駐させておく必要もない。この．二つのデータ

・バンクの種類と特性の違いは，そのデータ・パンクの持つデータベースの違いをもたらす。

現時的データ・パンクのデータ ベースは当然各種官庁の作成した統計調査がその主軸をな

しており，規格化され絶えず更新されているものである必要がある。そして，その主軸をなす

データベースが，それぞれの地位と立場から新規のデータを開発して附加していくという経

過をとるQこれに対して遡及的データ・バンクのためのデータベースは，同一のデータベー

スが再々他の人によって使用されるという頻度は高くない。従って，データベースを消滅す

る費用がかならずしも短期間に回収されるという保障はないのである。然し，それだけに，

計算機費用のなかで最も人的資源を使用する部分であるデータファイルの特性からいって，

同一のデータ・ファイルを全く独立に二つ以上の研究者グループが作成するということは，

資源の非効率的な使用方法であるといわざるを得ない。この様な種類のデータ・ファイルこ

そ，極めて逆接的ではあるが，データベース化して共用することが望ましいといえる。

 通常のデータベース編成の基本的発想は，不特定多数によって共用される種類のデータを

中心に作成することによる入力コストの削減にあることを考えると，かかる発想は一見矛盾

する様に見えるが，それは，どのような資源を念願においているかの違いといえる。現時的

情報のデータベースで念頭に置いているのは，あくまでも情報が対価をもっていて情報の購

入・使用がそれ自体採算がとれるかどうかを検討しうる世界である。（政府機関の作成する

データベースも公共財としての広い視点からの採算を考えなければならない。

少くとも現在使用している予算規模が縮少しうる可能性がある事は，データベース化を積極

的に進める要因になるし，それ以上に民間企業が，一種の社会的資本の充実であるとして要

求する場合には，一国経済全体としての採算を検討しうるといえる。）これに対し，遡及的

データベースは極めて学術情報的性格を持って来るということになると，それはどのような

意味でも，採算を考慮に置く事が難しい世界であるといえる。

 このデータ？パンクの目的と利用者層の違いは，結局の所作成されるべき，データ・・ミン

クも単一のものでは解決しないという事を意味している。

 現時的データベースを利用したデータ・バンクの日本における編成状況については，別稿

で詳論したので，ここでは遡及的データベースを利用したデータ・パンクの編成状況につい

て検討する。

 遡及的データベースを編成する作業が，前述のように，個別研究者にゆだねられるとする

と，そこで作成されるデータベースの体系性を確保することは難しく，個別研究者のそれぞ

れのデータ・ファイルの集合という形以外で作るのが最も効率的な方法であるといえる。か

かる手法で成功しているのが，米国の政治家のデータ・バンク（ICPR；Inter－University
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Consortium for Political Researchから成長したICPSR；Inter－University

Consortiuln for Political＆Social Researchである・ここでは・データベースのド

キュメンテーショの標準化とデータの数値の校正（データ・クリーニング）とに人手を掛け

て，データの信頼度に幾つかのランクを付して提供する方式になっている。そこに所蔵され

ているデータベースは，個別研究者のデータ・ファイルから提供されたものが多い。

．5 個人研究者7アイル（PRF）の蓄積とデータベース

 設計当初から汎用性を意図したわけではない個人研究者ファイル（日本での最近の用語

法に従うとpRF：private Researcher Fileである。 lg70年にJahodaが．lndividual

researcherと呼んで議論した様に，各種の用語法で呼ばれている。）あるいは，その拡張

であるPersonalized data Base Systemをどのような形で設計するかが，最近の重要な

問題であるといえるQ

 一般に個人研究者ファイルは，共用データベースまたは，他から提供されたデータ・ファ

イルから自分の必要な部分だけを抽出した部分ファイルと，自分で新規に入力したデータ・

ファイルとから構成されている。多くの場合には，他のデータ・ファイルから抽出した部分

ファイルであっても，完全に単なる部分ファイルであるということは少く，何等かのデータ

補正を行っている場合が多く，その場合には，後者の自己製ファイルと区別することは難し

いQしかし，ここでは，この様な場合も含めて，個人研究者ファイルと呼び，単なる部分フ

ァイルは一応考慮の外に置くことにする。

したがって，個々で問題とされている個人研究者ファイルは，その研究者独自のものである

と仮定しておく。この様に定義された個人研究者ファイルを，共用可能なデータベースとす

るためには，データの入力書式等に関する詳細注記（ドキュメンテーション）がなされでな

ければならない。この様な追加的処理を行うのは，一一般的には経費と時間の無駄である様に

考えられるが，大量データを処理した経験のあるものは，自家用データ・ファイルであって

も，これらのドキュメンテーションを行うことの必要性を試行角々的に知る様になってきて

いる。問題は，この様な個人用データ・ファイルを，どのようなデータベース管理機構に

のせて処理するのが最も便利であるかである。

 多くの場合，集計量データの場合には，横断面データであっても時系列データであっても，

比較的単純なデータ構造に帰すことが出来るので，既存のプログラム・システムにのせて解

析することが多い。しかし，いわゆるサーベイ・データと呼ばれる調査書票データの場合に

は，特有なデータ構造を持っていて，それ用の独自のデータ・ファイルの構造を設計しなけれ

ばならないことがある。

 日本の場合に，一応共用を前提として編成されている個別研究者ファイルとしては，三宅

一郎を中心とした政治学データ・コレクション（世論調査データ等が収録されている）と松
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井透の19世紀中葉から20世紀にかけてのインドの地域別農産物価格のデータ・ファイルなど

がある。後者は歴史統計の分野での新しい試みとして注目されている。ただこれは，この分

野の研究者が日本では多くないだけに，ICPSRのような国際的に朋かれたデータ・バン／ク

でその効用が発揮されるのかもしれない。
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H プログラム・パ・ケージとデータベース管理システム

2． 1 経済学モデル分析用プログラム・パッケージ

  第2次世界大戦前から進行し始めた，計量経済的分析手法は，日本に於ても，ようやく第

 2次世界大戦後になって急速に普及し始めた。計算機の大型化と記憶容量の拡充に伴って，

処理するデータ面については，前記の様にデータベース編成の動きが始まると同時に，処

理プログラムの方では，プログラム・パッケージの開発が軌道に乗り始めたといえる。

  経済の実証分析としてのモデル分析は，各種のものが存在するけれども，経済政策と結び

ついた形のモデル分析として有効性を発揮しているのは，いわゆるマクロ・モデルと呼ばれ

 るものである。これは社会全体の経済諸変量の諸集計量を相互依存の関係にあると認識して，

連立方程式体系を組み立てて，その時系列データを使用して回帰分析を行い，その推定結果

を利用して，シミュレーション実験等を行って経済予測を行う点にその最大の効用がある。

 したがって，当初日本に於ても，大学等の研究老を中心に行われてきたけれども，手法の確

立に伴い，また処理しうるデータ量も増大して作業が大型化するにつれて，政府官庁や民間

研究機関を中心に行われるようになってきた。作業が官庁主導型になってきた理由は，第1

 にデータの大量処理を行うだけの入力処理能力を大学の研究者（特に経済学でこの種の分析

を扱う研究者が非実験系講座に属することの方が多いため）が持たないからである。第2に

 入力処理能力があったとしても統計資料を系統的に蒐集蓄積することが極めて困難だからで

ある。（現在の大学図書館の現状である．）これに対して，官庁等は組織的に絶えず更新さ

れたデータベースを保持して，計測作業が行えるからである。第3に，仮にこれらの条件

が解決したとして，分析モデルの作成と推計手続を開発したとして，統計解析処理のプログ

 ラムをも開発するだけの共同研究体制を組むことが難しいからである。

  しかし，大学の研究者も完全にこの種の作業を断念したわけではなく，特に第3の問題の

解決のために，各種の作業が行われている。

  モデル分析に伴うプログラム・パッケージのなかで，この種のマクロ分析と密接な関係を

もつものとしては，HNKシステムのために開発されたものと， STEPSFOII．システムと

がある。

2． 1． 1 LINKシステム

  LINKプロジェクトは，各国の実用に耐えうるマクロの計量経済学モデルを結合すること

によって，国際貿易を内生化したモデルに組み立てることが出来るはずである，という発想

 に立った研究計画であり，アメリカのLR．Kleinなどを中心として行われている。

  このためのデータベース管理を含めてのプログラム開発の作業は，森敬を中心としたグ
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ループと，モデル作成に力点のある京都大学経済研究所グループがある（森口親司を中心と

して，プログラム閉発は伴金美などによって行われている。）

 京都大学経済研究所システム（以一ド京大システムと呼ぶ）は，対話型モデル・ビルディン

グ・システムを目的として，短期の経済構造分析・政策評価・予測が可能なものとして設計

されている。ここでは，・モデル・ビノレディングの各段階の作業を使用者が検討しながら遂次

改訂することがli∫能なものとなっている。すなわち京都大学大型計算機センタ・一のFACOM

230．一75と経済研究所のFACOMU．一300を2400 bpsの専用回線で結びTSS処理を行い，そ

のため，使用頻度の高い2000系列のデーータをセンター一のディスクに格納して端末から利用可

能な形にしてある。（データは全部で，4500系列を収録．している。）

 ここでは，将来公衆電話線網を利用した全国的規模での利用と，国際通信回線を使用して

のアメリカにあるLINKプロジェクトのセンターとのオン・ラインでのモデルとデータの共

用を検討している。

 慶応大学の森 敬を中心としたシステムは，EMS（Econometrlc ModeIing System）と

呼ばれ，GEの計算機システムで使用されていたが， ACOS7のシステム用のシステムの開

発を完了して通商産業省の経済分析システムとしても活動することになった。

2． 1． 2 和歌山大学 STEPS FOILシステム

  このLINKプロジェクトに関連して日本で開発されているものと並んで注目すべきものに，

和歌山大学の杉浦一一平を中心に開発されているシステムがある。これは計量経済学分析用の

統計的手法の集大成したプログラム・システムを作ることを目標としており，このために，

 FOIL（Function Orientate hコterpretation Language）を作成し，互換性を考慮して

 FOILはFORTR・、N（JIS7000以’下の水準）の翻訳用サブルーティンを内包している。

 現在はIBM370．168で動いている、、STRO FOILの他に、より中小型機用に諸機能を縮少

 したSTEPS FOILがあり，FACOM230…38，IIITAC8250．HITAC8350（使用コア約

 150KB）で動いている。このSTI⊃PS FOIL のサブ。システムは㊦BASIC（翻訳制御

命令，プログラム制御命令，数学公式，基本関数，データの入力とディスプレイ命令などを

含む），②DAT，、 （データベースの維持管理と検索命令），⑧W、SP（グラフ表示，時系

列用乱数発生，時系列デ…タの変換，基本的統計的分析，一炊方程式モデル推定など），㊧

 NK）Dm、連立方程式推定，線型近似方程式の推定，線型・非線型モデルのテストとシミュレ

 ーションなど）がある。

 現在は，社会科学の研究者によって横断面データの分析に活用されている。BMD， SPSS

などの組み込みと，他機関への幅広い提供とが検討されている，、

                   一10一



2 1． 5． FIMLとGEM

 これらのマクロ・モデルの推定の中核は，連立方程式体系の推定にあり，この点に焦点を

しぼった完全情報最尤推定方法のプログラム開発としては，D．R．Chapman，R．C．Falr，

を土台として，日本でも使用出来るようにした（HITACOS7，FACONI230一一75用）戸島熈

の試みが注目に値する。

 連立方程式体系に留らず，線型代数の行列演算は，いたる所で使用される手法であるが，

それに関しては，イギリスで開発されたGEMシステムがある。ブ．ログラム・パッケージと

しては，数字コードを使用しているので，かならずしも使いやすいとは限らない。日本での

使用例はまだない様である。

2 1． 4． ミクロ。データ用プログラム・パッケージ

 回帰分析を中心としたマクロ・モデルによる分析のためのプログラム以外では，世論調査

などのいわゆるサーヴエイ・データといわれる調査個票を利用してのデータ解析．ミクロ・

データのモデル分析用のブ・グラム・パッケージが必要である。

 この種のミクロ・デ・一一タの分析手法には，集計・分類処理といった基本的なデータ加工の

処理が含まれる。こういつた種類の統計解析を行うに便利なシステムであるアメリカのスタ

ンフォード大学で開発されたSPSS（Statistica！Package for Social ScieIlces）の拡

大日本版が同志社大学の三宅一郎などを中心に開発されている。

 これは，経済学以外の社会学・政治学などの分野で使用される非数量型データの処理機能

の点ですぐれているといえる。

 時系列デーータによるマク・分析に比べて，比較的小規模な研究者グループの活用しうるデ

ータ・ファイルで分析が可能であり，しかもまだ完全に定式化されていない問題を数多く含

むという点で，横断面分析の一つに各種の分布型の分析がある。この分野では，所得・資産

分布の分析を日本を含むアジア諸国の比較で行おうとする一橋大学溝口敏行を中心とした研

究の一環として松田芳郎などによって，規模分布のノン・パラメトリックな統計分析手法

のパッケ一一ジ化（Sl）APP）が，所得分布のデータベースの開発（IADDEC）と並行し

て行われている。

 これらの横断面分析の進展は，個票デー一河が公開されるかさもなければどれだけ詳細な多

重分類された集計表が公表されるかに依存している。個票データの利用はいわゆるプライヴ

ァシー保護の点で様々な難しい問題を含むだけに，集計量デ・一一タを利用することが多い。こ

の集計量データをそもそもの個別調査の集計個票から集計する過程をプログラム・パヅケージ化した

いま一つのシステムとしては行政管理庁を中心に行われている。電子計算機利用に関する技術

研究会が昭和44年から開発している統計調査から集計処理，デーータベースの編成迄一貫し

て処理しうる統計情報処理システムである。これは，この面で未発達の各省庁・地方自治体
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の統計調査が詳細な多重分類集計表の供給システムとして近代化するために将来活用される事

が予想されるけれども現状では，統計集計用言語（OST），データ・チェック言語（DへCK

S），統計データ・出力サブシステム（STPRINT）などの個別処理のプログラムが開発さ

れているだけで，．一貫処理システムの段階にはなっていない。

2．2 プログラム・パッケージの機能の比較

  各種のプログラム・パッケージのなかで，現在大型計算機センターにライブラリー・プロ

 グラムないしはシステムとして登録され公開されていることの多いシステムとして，SPSS

 STEPS FOIL，KEMpF，BMDの四種類のシステムを比較してみると下表の様になる。

BMD  KEMP SPSS STE；PS FOIL

データベース作成

記述続計・度数分析

データ加工（季節詞整）

データ加工

相関分析

多元回帰分析

分散・共分散分析

判別分析

因子分析

数量化理論

クラスター分析

連立方程式推定・

線型近似力芝式推定

線型・非線型モデルシミュレーシgン

Q
o
O
O

o

O

o

o

○

○

O
O
O
O
O
O
O
O

○

O
O
O
O

O
O
O

        （注）：2段階最小二乗法，制限憎報最尤法

   （出典）

     松田芳郎「電子計算機の利用」，溝口敏行・刈屋武昭編『統計学』322ページより，

 BMD，KEMPとSPSS，STEPS－FOILとの最大の違いは後者は，データベース作成管理

システムを内蔵している点にある。

 個人研究者ファイルの蓄積としてのデータベースを編成していく上には，データベース作

成機能を備えたシステムを利用するのが便利であると考えられる。われわれの作成したLT

ESデータベースは， SPSSのシステム・ファイルとして作成することを試みている。

2．5 SPSSデータベース管理システム

  SPSSは，1965年頃から開発され当初大学等の学術研究機関には，無償でそのプログラム

 が提共されて来た。三宅一郎等によるFACOM版SPSSの開発もこのIBM版のソースプロ

 グラムの提供を受けて出発し，林知己夫の数量化理論など日本版の独自のプ・グラムを追加

 して今日に至っている。プログラム自体は，入出力部分の処理など一部分をアセンブラで書

 かれ，他は大部分FORTRANで書かれている。内部記憶装置で約150KBの容量が必要であり，

 その他に作業容量が必要である。最近中型のコンピューター用のSPSSが開発されたが，そ
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の場合でも．約100KBの容量が必要である。国産機種では，現在， FAGOM230－35／38／

．15S，HITAC 8250／8350でこのミニ版が使用可能である。 SPSSシ．ステムとしては，

ACOS900用が現在開発中であるが， FACOM， H I TACの他， TOSBAC5600では使用li．r

能であり，国産大型機では，ほぼすべてで．使用可能である。この点を考慮に入れるならば，

データベース（SPSSの用語ではSPSSシステム・ファイル）作成が容易であるだけに，わ

れわれのデータベース管理システムとして，このSPSSを採用するという試みが納得できるで

あろう。計算機のプログラムの初心者が，このシステムに慣れた後，独．自にブ．ログラムを組

み始める段階を考慮に入れて，FORTRANの入力書式でのカード・イメージの磁気チーフ・

ファイルも別途に用意されている。これらの詳細については，以下w章で詳論する。

  これから後の問題は，SPSSが，独自の法人， SPSS Inc・が，配布・維持管理を行う様

になり，大学等の学術団体であっても費用を要することになったことである。これ迄の無償

配布部分との関係もあり，これから後のコスト計算が複雑になるものと予想される。当初設

置費用は，企業で5，000ドル（年間），政府地方公共団体など非営利』体で1，500ドル，大

学などの学術団体で1，000ドルであり，その後の毎年の維持費用が各2，000ドル，800ドル，

600ドルとなっている。
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            Cambridge University Press， 1．ondon，1976． （Occasional  Paper，

            University of Cambridge， ApPlied Econo皿ics， 46）

 7．  5EDA5 ～vews Le亡亡er． 5erl es B． ハ10． ユ． 1978．

承承Bσo妨Pω畝邸ed bげ磁航ρo∫2cオbαオρoるる（麗d醜ρoc㎜¢脱畝σ腱Cc厭¢
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〔1〕 電子計算機利用に関する技術研究会『統計情報処理システム利用の手引…昭和50年度1

 昭51

〔2〕 森敬・矢沢郁夫r計量経済モデル用データ分析用データ・ベースの対話型処理」

  （1976年第44回日本統計学会大会共通課題「統計計算と計算機」報告資料）

〔3〕 松田芳郎「電子計箪機の利用」，溝口敏行・刈屋武昭編『統計学』青林書院新社，

 昭53（基礎経済学大系9）

〔4） 戸島熈『完全情報最尤法プログラム肩昭52，（北海道大学大型計算機センター，ライ

  ブラリー。プログラム使用説明書，3）
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皿 LTESデータベース

3． 1 LTESデータベース編成の目的

 前述の様に，遡及的データベースを個人研究者ファイルの集積として作成する方式は体系

性を欠く可能性がある。それだけでなく，利用者が引き続いて数多く現われることを予想出

来ずそのため個人研究者ファイルとして作成されたままで，十分なドキュメンテーションを

作られずに，放置されがちである。

  この様な例の例外となり得たものに，国民所得データの推計作業がある。この種のマクロ

集計量データは，経済状況の総括的把握に便利であるため，経済学以外にも歴史学・政治学

 ・社会学などの歴史分析の一手段として広く活用されている。そのため，このデータが，共

用データ・ファイルとして作成されることは，最も利用者が多いものであることが，予想される。

  ところで明治以降の国民所得の推計作業は戦前から土方成美・森田優三などによって手が

けられており，戦後は山田雄三推計が代表的なものとして国際的にも引用され使用されてい

た。この山田推計の改訂作業として，一橋大学経済研究所の大川一司を中心とした作業が

1951年から行われて，現在「長期経済統計一推計と分析一』（全13巻）として刊行中である。

 この一連のデータは，国民所得勘定体系の形で相互整合的に整備することを意図しているだ

けにこれらの推計作業の基礎データを含めてデータベースとして編成することは，最も共用

性に富むデータベース編成の作業といえる。しかし，この作業の母体である国民所得データ

の推計作業の全過程をデータベースとして編成することは，現段階ではほとんど不可能で

あるといえる。何故なら，これは文部省の科学研究費の他，ロックフェラー財団の資金援助

によって始めて可能であった大規模な作業であった。しかも，この作業の着手された段階で

は，電子計算機の使用は一般化されていなかったために，PCSも使用されずもっぱら手計

算と電動計算機で行われたといわれている。そのため，これらのデータを原データから再編

成してデータベースを作成するということになると，この結果表全体を再推計する作業を

行うのと同様な，原データからの完全な再入力という手続をとることを意味している。それ

だけの資金を現在再投入することは不可能である。このいわゆる大川推計に対して，部分的

批判は色々あるにしても，全面的批判を再推計といった形で行われないのは，このためであ

 るといえる。

  この様な状況を考慮に入れて，この『長期経済統計』の公刊された推計基礎表のうちから

さらに厳選した主要系列について，データベースとして編成することにし，これをLTES

データベースと呼ぶことにした。

  この『長期経済統計』の推計作業については，長期変動の波動の析出または経済成長にの

み力点が置かれているとして，短期変動特に景気変動の局面の分析に欠けるという批判がな

                   一15一



されていた。その批判の具体的現われとしては，馬場正雄・杉浦一平によるディフユージ。

ン・インデックスによるクロノ・ジー作成の作業がある。これに対して，より網羅的な検討

が藤野正三郎・1臼嵐副夫によってなされてきた。これらは，その作業の出発点から計算機

処理を前提として作業が行われているので，データベース化の作業はドキュメンテーション

の追加等によって行うことが出来るので，このデータ・パンクとしての新規のデータの入力

作業としては，むしろ金融面につながるデータの編成作業に力点を置いている。

 新規に入力を完成した系列としては，証券価格と利子率の1874年以降の推計作業がある。

これは，冊子体の形式で，LP出力の複写の資料編を含めて，全2冊で公表してある。（藤

野正三郎・秋山涼子『証券価格と利子率；1874－1975』1977刊）これは，戦前・戦後を通

して，統一した形式で作成したものとしては最初の試みである。計算機処理の利点を生して

ラスパイレス・パーシェ・ブイッシャーなどの各種指数を作成している。

 これと平行的に，明治38年以降，昭和18年迄の製造業各社の企業データ・ファイルの編成

作業が進行した。これは，個別企業の財務諸表を入力したものであり，複雑な勘定科目の変

遷を考慮に入れて，特殊なデータ・ベース管理システムを開発している。

 これらの従来比較的手薄であった金融面のデータベースの開発と並行して，多角的な利用

を考慮に入れて，日本銀行の卸売物価指数の品目別指数をSPSSデータ・ファイルとして編

成している。

乙 2 L’rESデータベースの内容

  LTESデータベースとして， SPSSシステム・ファイルによる編成としては，第1に『長

期経済統計』から作成したファイルと，第2に日本銀行卸売物価品目別指数がある。

5． 2． 1 『長期経済統計』ファイル

   「長期経済統計』からデータベースを編成するための入力系列選定は，藤野正三郎・梅

 村又次・江見康一・南亮進・尾高京之助・高松信清によって構成される入力系列選定委員

 会によって決められた。それによって入力されたデータは，大要次の通りである。

   内容項目     収録系列数   ファイル名
国民所得

資本形成

資本ストック

財政支出

林 業

農 業

平工業

個人消費支出

物 価

346系列
153

308

207

44
  ｝
293

312

357

294
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5．2．2 日本銀行卸売物物品目指数

  日本銀行の卸売物価指数は，品目別指数の得られる一貫した方式によって作成された物

価指数としては，日本で唯一の長期系列であるといってよい。それだけに，基準時点の数

度の変更がある。これらの各基準時点の指数の月次データがシステム・ファイル化されて

いる。その内容は以下の様である。

基準時点 期  間 採録贔目数 ファイル名

明20年1月基準

明33年10月基準

昭8年基準

昭23年1月基準

昭27年基準

昭35年基準

昭21年8月基準

昭22年7月／
昭23年6月基準

（M20－M34）

（M33－S 6）

（S6－S21）

（S21 S27）

（S27－S35 ）

（S35－S37）

（闇価格 ）

（生産財実効）

40

50、

110

335

436、

770’

2与・

100一

NWPM20
NWPM33
NWPSO8
NWP S23

NWP S 27

NWPS35
NWPS21

NWP S 22

5 5 LTESデータベースの具体例・国民所得ファイル

  LTES1のファイルである国民所得に収録されているファイルの変数名とそれに付したラ

ベルの一例を示してみる。

  SPSSの命令のなかで，既に作成されたFILEの内容を示すFILEINFOという指示を使

用して作表したものである。ただ，以下V章で詳細するように，これは東大大型計算機セン

 ターのデータ・ライブラリィに登録してあるものから引き出したものである。

 全体で431変数になっているのは，当初編成した341変数に対して，ファイルの統合管理

実験の一つとして，当初入力しなかった系列について追加入力してみた結果とデータ・クリ

 ーニングのために合計チェック変数を作成しているからである。

一17一



DOCUMENTATION

LrST OF THE

T868 Ns
DOCUMENTATION

REL VARIABLE
POS NAME

  1 SEONUM

  2 SuBFrLE

  3 CAsWGT

  4 NST

  5 NIOIOI

  6 NTOI02

  T Nrol03

  8 NIOI04

  9 NlolOb

 10 Nlnl06

 11 NIO)07

 l2 NI0201

 13 NI020?

 14 N:0203

 lb NI0204

 16 Nro205

 17 NI0206

 18 NI0207

 19 N!0208
 ?O NT0209

 ?1 NI0210

 ?2 Nro211

 23 NT0301

 24 NI0302

 25 Nlo303

 26 NI0304

 27 Nr030S

 28 NrO)06

FOR 5P5S F!LE ,NONAME ,

4 SUBFILES COMPRISrNG THE FILE

17 T885 Nt 45 T930 Ns 11
FOR THE 431 VARIAeLES IN THE FILE ,NONAME

 VARIABLE LABEL

 (5NE 1.PCE

 (iNE 1-GN,GOVT.CE

 GNE 1.GD FIXED CF

 GNE 1-SURPLU5 ON CURRENT ACCOUNT

 GNE ld.Exp, AND INCOME FROM ABROAD

 6NE 1-IMp, AND INCOME TO ABROAD

 GNE 1.GNE AT MARKET PPI(.ES

 PCE 1-FooD

 PCE 1-CLoTH!NG

 PCE 1-HOuSING

 PCE i-FuEL AND LIGHT

 PCE 1.MEDICAL AND PERSONAL CARE

 PCE 1.TRANSPORTATION

PCE 1-CoMMUNICATION

PCE 1-SocrAL EXPENSES

 PCE 1-EDuCATION RECREATION MIS(.

 PCE 1-TOTAL : ORIGINAL VALtJL

 PCE 1-TOTAL : ADJUSTED vALUE

 6N.GovT.cE leGoVT.cE

 GN,GoVT,ct 1-tMPLOYtES tXPF. ND,oF 1

 GN.6oVT.cE 1-TRANbFER5

 GN,6oVT,cE 1-CURRENT SuEsSrDtEs

 GN,GoVT.cE 1-60VT,SAVIN(,S

GN,GoVT.cE 1-TOTAL

                 -18-

T941

,

 M1SSlNG
  VALUE5

   NONL

   NONE

   NONt

   .99,

   .99,

   -,99,

   .99.

   -99,

   .99,

   -99.

   .99,

   -99.

   .99,

   -99,

   -･99,

   .99,

   .99.

   .99.

   -99,

    .g9,

    .99.

    -:)9,

   -y9.

   -99.

   .99,

   -99.

   .Y9,

   -99,

Ns

PRT
FMI

  o

  A

  4

  U

  o

  o

  U

  o

  o

  o

  o

  o

  U

  o

  o

  o

  o

 o

 o
  o

  U

  U

  U

  U

  v

 v

 U

 v

31



REL
P05

29

30

31

3?

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

S4

55

56

57

5e

59

60

VAR1ABLE
    NAME'

Nl0401

N:0402

N:0403

Nro4o4

Nro4os

Nl0406

NI0407

N10408

Nro4og

NI0410

N:0411

N:0412

N:0413

NI0414

Nro41S

N10416

N:0417

Nlo4i8

NI0419

NT04?O

Nlo421

NTOL,?2

NI042S

N!04?4

NI0425

NI0426

NI0427

NI0428

NI04?9

N10430

NI0501

N1OS02

 VARlABLE

GD FIXED

GD FIXED

6D F!XED

GD FrXED

GD FfXED

GD FIXED

GD FIXED

GD FIXED

GD FIXED

GD FIXED

GD FIXED

GD FIXED

GD FIXED

GD FIXED

GD FrxED

GD FIXED

GD FJXED

GD FIXED

GD FIXED

GD FIXED

6D FIXED

GD FIXED

GD FIXED

GD FIXED

GD FIXED

GD FIXED

GD FIXED

GD FTXED

GD FIXED

GD FIXED

CF OF PI

cF oF pr

LABEL

CF 1-L:VESTOCK , PLANT BY PPI

CF 1-PROD.EQUIP.BY PPI ,

CF 1-STRUCTURE5 tTC,BY PPI

CF 1.10TAL OF PPt

CF 1-PROD,EOUlP,eY PNPl

CF 1-5TRUCTURES tTC,BY PNPI

CF 1-TOTAL OF PNPI

CF 1-･LIVESTOCK , PLANT BY PAI

CF 1-PROD,EOUIP.BY PAI

CF 1.STRUCTURE5 ETC,BY PAI

CF 1.-TOTAL OF PAI

CF 1-RE51D,BUIL,FARM BY PAI

CF 1-RESID,BU:L.NON.FARM BY PAI

CF 1.TOTAL OF RESrD.8UIL,OF PAI･

CF 1-TOTAL OF 11 + i4 OF pAl

CF i-PROD.EOU:P.6Y eOVT.

CF i-NON MILiTARY OF 16

CF i-STRUCTURES ETC.By 60vT,

CF 1-NON MtLITARY OF 18

CF 1-TOTAL OF GOVT.

CF 1.NON MrLITARY OF 20

CF 1-LIVESTOCK , PLANT BY P + 6

CF 1-PROD,ElyUIP,BY P +6

CF 1-NON MILiTARY OF 23

CF i-STRUCTURES ETC,BY P + G

CF 1.NON MILITARY OF 25 ･

CF 1-RESID,BUIL.BY P + G

CF 1.GRAND TOTAL OF P + G

CF i-NON MILiTARY OF 28

CF 1-DUPL:CATION BETWEEN' 3 + i9

leLIVEsTOCK , PLANT BY AGRICUL.

IePROD.EQU1P,BY AGRlCUL.

       -19-

M:5b1N6
 VALuE5

  -99.

  -99.

  -99,

  .99,

  -99.

  .99.

  .99,

  -99,

  -99,

  -99,

  -99,

  .99,

  .99,

  -99,

  -99,

  .99.

  -V9,

  -99,

  -99.

  -99.

  .99･

  -99,

  -99,

  -99,

  -Y.9 ,

  .99.

  .99.

  -99,

  -99.

  -99,

  -99,

  -99.

PR1
FMI

v

o

U

o

U

U

U

o

o

o

o

o

U

U

U

v

L･

v

U

U

(.)

U

U

o

U

U

o

o

U

U

o



REL
pos

61

62

63

64

6S

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

S6

87

88

89

90

91

92

VARIABLE
    NAME

N10503

N105031

N1OS04

NTOSOS

NI050Sl

N1OS06

N:0507

N:0508

Nrosog

NI0510

NI0511

N10512

N!0601

N:0602

r"1o6o3

N10604

N10605

N10606

Nlo607

Nre608

NT0609

Nro61o

NI0611

N10701

N:0702

N10703

N10704

NI0705

N!o706

N!0707

NI07081

NI0708

VARIABLE LABEL

CF OF PI 1.STRUCTURES ETC,BY AGRICUL.

CF OF PI 1-PART OF GOVT.OF 3

CF oF PI lelOTAL OF AGR:cUL.

CF OF PI 1.STRUCTURES ETC,BY FORESTRY

CF OF PI iePART OF GOVT.OF S

CF OF PI 1.PROD.EOUIP.BY FISHERY

CF OF PI 1-LIVESTOCK AND PLANT eY PI

CF OF PI 1.PROD.ENUIP.BY PI

CF OF PI 1-STRUCTURES ETC.BY PI

CF OF PI 1-SUB-TOTAL OF PI

CF oF P: leRESID.BUIL.BY PI

CF OF PI 1.TOTAL OF PI

5AVrNGS leGN SAVINGs A

SAVrNGS 1.NET LENDINGS TO RW OF 1

5AVING5 1.NN SAVINGS A

SAVlNGS 1.DEPRECIAT1ON ALLOWANCE5

SAVINGS 1-PRIVATE SAVINGS A

SAVrNG5 1.CORPORATE OF S

SAV1NGS 1.GOVT,SAVlNGS

SAVEN6S 1-GN SAV!NGS B

5AVING5 1.NN SAV:NGS B

SAVrNGS 1.PRIVATE SAV!NGS B

5AvrNGS 1-MILITARy cAPITAL FORMATIoN

JP BALANcE ieMERCHANDISE

JP BALANcE' leGOVT,TRAN5ACT:oN

JP BALANcE leEXPEND,OF NON RESIDENT

JP BALANcE leOTHERS

JP BALANCE 1.NET EXP,OF GOOD5 , SERvlCE5

JP BALANcE leNET INCOME FROM ABRoAD

JP BALANcE leEXP,8 INCOME FROM ABROAD

JP BALANCE 1.5UPPLEMENT OF 8

JP BALANcE leNET TRANSFERS FROM Rw

                -20-

ylss pgG
 VALut5

  -99,

  -99,

 -99.0

  -99,

  e99,

  .99,

 -99.0

  e99,

  -99,

  -99,

  -99,

  .99.

  .99,

  .99,

  .99.

  .99,

  -99.

  .99,

  .99,

  -99.

  -99,

  .99,

  "99e

 e99,O

 e99,O

 -99.0

 -99.0

 -99.0

 .99.0

 -99.0

 -99.0

 .99.0

PRI
FMI

o

o

1

o

o

o

i

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

1

1

1

i

1

i

1

1

1



REL
pos

 93

 94

 9S

 96

 97

 98

 99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

]12

113

114

115

116

117

118

119

120

1?1

12P

173

124

VAR1ABLE
   NAME

NI07091

NIo709

NI0710

Nlo7111

NI071i

Nro712

Nlo?13

NI0721

NI0722

NI0723

N10724

NI0725

NI0726

NI0727

Nro7261

NI0728

NI07291

N!0729

Nro730

NI07311

N1o731

N1o732

NI0741

N10742

NlO743

Nlo744

NI0745

NIo746

Nlo747

Nro74s

Nro749

Nro7SO

VARIABLE LABEL

JP BALANcE 1.SUPPLEMENT OF 9

JP BALANCE i-NET LENDING5 TO Rw

JP BALANcE 1-MONETARY GOLD

JP BALANCE 1.SUPPLEMENT OF 11

JP BALANCE 1-LONG TERM CAPITAL

JP BALANCE 1-5HORT TERM CAPITAL+t.+ o.

JP BALANcE i- REF.SPECIE HELD ABROAD

JP RECEIPTS 1-MERCHANDISE FOB

JP RECEipTS 1.GOVT,RECEIPTS

JP RECEIPTS 1-EXPEND.OF NONRESIDtNT IN J

JP RECEIpTS 1.-OTHERS

JP RECEIpTS 1-EXP,OF GOODb , 5ERVICE5

JP RECEIPTS 1-FACTOR INCOME FROM ABROAD

JP RECEIPTS i.EXP,, INCOME FROM ABROAD

JP RECEIPTS 1-5UPPLEMENT OF 28

JP RECEIPTS 1.TRANSFERS FROM ABROAD

JP RECEIpT5 1-SUPPLE.MENT OF 29

JP RECEIpTS 1.TOTAL OF 1+2+3+4+6+8

JP RECEIPTS 1-MONETARY bOLD

JP RECEIpTS 1-5UPPLEMENT OF 31

JP RECEIPTS 1-LON6 TERM CAPITAL

JP RECEIPTS i-5HORT TERM CAPITAL

JP PAYMENT 1-MERCHANDISE CIF

JP PAYMENT 1-60VT,EXPEND,

JP FAYMENT 1.EXPEND.OF RESIDENT ABROAD

JP PAYMENT 1-OTHERS

JP PAYMENT 1-IMP.OF- GOODS AND SERVrCES

JP PAYMENT 1.FACTOR INCOML PAID ABROAD

JP PAYMENT 1-IMP, INCOME PAID ABROAD

JP PAYMENr 1-IRANSFEP5 etVEN ABROAD

JP PAYMENT 1-TOTAL OF 1+2+3+4+6+8

JP PAYMENT 1-MONETARY GOLD

               -21-

MlSS1NG
 VALUE5

 -99,O

 -99.0

 -9Y.U

 -99,U

 -99.0

 .99.0

 -99.U

 -99.0

 -99.0

 -99.0

 -99.U

 -99.0

 -99.0

 .99.U

 -99,U

 .99.0

 -99,O

 .99,O

 .99.0

 .99.0

 .99,O

  -99.

 -･99,e

 -99.0

 -99.0

 -99,U

 .99,O

 -99,Q

 -99,O

 -99.V

 .99,O

 .99,O

PRI
FMI

1

1

1

1

1

1

1

1

1

i

1

1

i

1

1

1

1

i

1

1

1

o

1

i

i

1

1

1

1

1

1

1



REL
pos

125

126

127

128

129

130

131

132

133

134

13S

136

137

138

139

140

141

142

143

144

145

146

147

148

149

150

151

152

153

154

155

156

VAR:ABLE
    NAME

NI0751

N1o752

NJ0761

NI0762

N10763

NlO764

NI0765

N;0766

Nlo767

N10768

NI0769

NI0770

Nr0771

N10772

N1o773

Nro801

N1oeo2

NIo803

N1o804

NI0805

N1O806

NI0807

N10808

N10901

NI0902

NI0903

N10904

NI0905

N10906

Nrogo7

N10908

NI1001

VARIABLE LABEL

JP PAYMENT 1-LON6 TERM CAPITAL

JP PAYMENT 1-SHORT TLRM CAPITAL

JE BALANcE leMERCHANDISE

JE BALANcE leGOVT,TRANSACTIoN

JE BALANcE 1.EXPEND,OF NONRES:DENT

JE BALANcE 1.0THERS

JE BALANCE 1-NET EXP,OF GOOD5 , SERvlCE5

JE BALANcE 1.NET INCOME FROM ABROAD

JE BALANct 1-tXP,, INCOME FROM AVROAD

JE BALANcE 1-NET TRANSFERS FROM Rw

JE BALANcE 1-NEr LENDIN(jS To Rw

JE BALANcE 1.MONETARY GoLD

JE BALANcE 1.･LONG TERM CAPITAL

JE BALANcE 1.SHORT TERM CAPITAL+E.+,o.

JE BALANcE 1.REF,SPEC!E HELD ABROAD

GNP 1-NDp AT MARKET PRrCES

GNP 1-NET FACTOR rNCOME FROM ASROAD

GNP 1-NNp AT MARKET PRIcES

GNP 1-DEpREC:ATION ALLOwANCES

GNP 1.STA,D!SCREP.

GNP 1.GNp AT MARKET PRICE5

GNP 1.RATIO OF STA,DISCREP. TO GNP

GNP lePERSONAL DISPOSABLE INCOME

NDP BY I 1.AGRICUL.FORESTRY , FISHERY

NDP BY I 1-MFG AND MINING

NDP BY l leCONSTRUCTION

NDP BY 1 1.FACILITATING :NDu5TRy

NDP BY 1 1-COMMERCE SERVICES A

NDP BY I 1.5UB-TOTAL

NDP BY 1 1-IMPUTED HOUSE RENT

NDP sY 1 1-TOTAL OF ALL INDUSTRIES

NDP OF pl 1-AGRICUL.
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MISSINts
 VALUE5

 -99,O

 -99.0

 .99,O

 .99,O

 .99,O

 -99.0

 -99.0

 -99.0

 .99.0

 .99,O

 .99.0

 -99,O

 -99.U

 -99.0

 -99.0

  -99.

  e99,

  -99,

  -99.

  -99,

  -99,

 -99.0

  -99,

  .99,

  -99,

  .99,

  -99,

  .99,

  e99,

  .99.

  -99,

  -99,

PRT
FMI

1

1

1

i

1

i

i

1

i

1

1

1

i

1

1

v

U

o

U

o

o

1

o

o

o

o

o

o

o

o

U

o



REL
pos

157

158

1S9

i60

161

162

163

i64

165

166

167

168

169

170

171

172

173

17"

175

176

177

i78

179

180

181

182

183

184

lg5

186

187

188

VAR1ABLE
    NAME

Nl1O02

rg noo3

Nrloo4

N111Ol

Nlll02

Nlll03

NIli04

Nlll05

NIII06

NI1201

NI1202

NI1203

Nr1204

NI1205

NI1206

N11207

Nl1208

N!1209

NI1210

N:1301

NI1302

N!1.3O3

Nl1304

Nl1305

NI1306

Nl1401

Nl1402

N1:403

N11404

Nl1405

NI1406

Nl1407

VARIABLE LABEL

NDP oF pT 1-FORESTRY

NDP oF PI 1-FfSHERY

NDP oF PI 1--TOTAL

NDP oF MMC i-MINING

NDP oF wwC 1-MFG

NDP OF MMC 1.SUB-TOTAL

NDP oF MMC 1.BUILDINGS OF CONSTRUC.

NDP oF MMC 1-STRUCTURES OF CONSTRUC,

NDP oF MMC 1.SUB.TOTAL

NDP oF Fr 1-RAILwAYS OF TRANSp.

NDP oF FI 1-MARIT!ME OF TRANSP.

NDP OF FI 1-SERV:CES INCID.TO TRANSP.

NDP OF FI 1-TOTAL OF TRANSP.

NDP oF FI 1-COMMUNICATION

NDP oF FI 1.ELECTRIC!TY BY PUBLIC UTILI,

NDP oF FI 1-GAS BY PUBLiC UTILi,

NDP oF FI 1.WATER SUPPLY AND SEWERA6E

NDP oF FI 1.TOTAL OF PUeL:C UTILI.

NDP oF FI 1-GRAND TOTAL OF 4+5+g.

NDP oF c-SA i-C.SA

NDP oF C-SA 1-PUBLIC ADM.BY C.SA

NDP oF C-SA 1-PROFESSIONAL BY C-5A

NDP oF C-SA 1-DOMESTIC SERVANTS BY (-SA

NDP oF c-SA 1-C.SB BY C-SA

NDP oF c-SA 1.ADJT.NET INDR TAX BY c-SA

NDP oF C.SB 1-C.SB

NDP oF C-SB･1.PRINCIPAL WORKERS

NDP oF C-SB 1-INCORPORATED 9F 2

NDP oF C-SB 1･-UN:NCORPORATED OF 2

NDP oF C-SB 1-TAX PArD OF 4

NDP oF c-SB 1-UNDER EXEMPTroN oF 4

NDP oF c-5B 1-WAGES OF RECEIVED OF 2
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M1S5INe
 VALUE5

  -99,

  -99,

  -99.

  -99.

  -99.

  -99･

  .99.

  -99,

  .99.

 -99,O

 -99,O

 .99.0

 -99,O

 -99.0

 .99,O

 .99.0

 ･99.0

 -99,O

 -99.0

  -99,

  -99,

  -99}

  e99,

  -99.

  -99.

  -99,

  -99.

  -99,

  .99,

  -99,

  -99,

  -99.

PRi
FMI

U

o

o

o

v

U

v

U

o

1

i

1

1

1

1

i

i

1

1

U

U

o

U

U

o

o

U

o

U

o

o

o



REL
pos

189

190

i91

192

193

194

195

196

197

lge

199

2eo

201

202

203

204

205

206

207

208

209

210

211

212

213

214

VAR1A6LE
   NAME

NI1408

N;1409

Nl1501

Nl1502

Nr1503

Nl1504

NI1601

NT1602

N!1603

NI1604

Nl1605

Nl1606

N!1607

Nl1608

NI1701

NEi702

Nr1703

Nr1704

NT1705

N11706

Nl1707

Nr)708

NI1709

Nl1710

Nr171i

NI1712

VAR1ABLE

NDP

NDP

V OF

V OF

V OF

V OF

V OF

V OF

V OF

V OF

V OF

V OF

V OF

V OF

V OF

V OF

V OF

V OF

V OF

V OF

V OF

V OF

V OF

V OF

V OF

V OF

LABEL

OF C-SB 1.SIDE-WORKERS

oF c-SB 1.LESS:INTEREST RECEIVED

 PRODUC,OF PI 1-AGRICUL,

 PRODUC.OF PI 1-FORESTRY

 PRODUC,OF PI 1-FiSHERY

 PRODUC,OF PI 1.TOTAL

 PRODUC,1.METALS BY MINING

 PRODUC.1-COAL BY MINING

 PRoDUC.1-PETROLEUM BY MINING

 PRoDUC.1-OTHERS BY MINING

 PRODUC.1-rOTAL OF MrNING

 PRODUC.1-BUILDING5 BY CONSTRUC.

 PRODUC.1-STRUCTURES BY CONSTRUC,

 PRODUC.1.TOTAL OF ('ONSTRUC.

 PRoDUC,OF MFG 1-FOOD PRODUCT5

 PRODUC,OF MfG 1.IEXTILES

 PRODUC,OF MFG 1-LUMBER AND wOOD

 PRoDUC,OF MFG i.CHEMICALS

 PRODUC,OF MFG 1-STONE e CLAY . ETC.

 PRODUC,OF MFG 1-IRON AND STEEL:A

 PRoDUC;OF MFG 1-rRON AND STEEL:B

 PRODUC,OF MFG 1･NONFERROUS METALS:A

 PRODUC,OF MFG 1-NONFERROUS METAL5:B

 PRODUC,OF MFG 1.MACHINERY:A

 PRODUC,OF MFG lbMACHINERY:B

 PRoDUC.OF MFG 1-PRrNTING , PUBLrSH.
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MIS5lN6
 VALUE5

  -99,

  -99.

  -99,

  -99,

  -99.

  .99,

 ,-99,O

 -99.0

 -99,O

 -99.0

 -99.0

 .99.e

 -･99.0

 .99.0

  -99.
  -88.

  -99.
  .88.

  -99,
  -88.

  -99.
  .88.

  -99,
  -B8.

  -99.
  -88,

  -99.
  .88,

  e99,
  -88.

  .99,
  .B8,

  .99.
  .88,

  -99,
  .88,

  -99.
  -88.

PRI
FMI

o

o

o

o

o

U

1

1

1

1

1

1

1

1

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

U

o



RFL
pos

215

216

217

218

219

??o

271

222

?23

??4

2?b

226

?27

228

229

230

231

232

233

234

235

236

237

238

239

240

241

242

243

244

VAR!ABLE,
    NAME

Nt1713

Nr1714

Nl1715

N11gOl

N11B02

N!la03

NI1804

N11805

NllS06

N11a07

N11901

N11902

NI1903

Nl1904

Ni1905

N!1906

Nl1907

NI1908

NI1909

Nl1910

N!1911

N12001

N12002

NI2003

N12101

Nl210?

Nl2103

Nl2104

NI2105

N12106

VARIABLE LABEL

V OF PRODUC.OF MFG i-OTHERS

V OF PRODUC.OF MFG 1-TOTAL:A

V OF PRODUC.OF MFG 1-TOTAL:B

GNE 2-PCE

GNE ?.GN.GOVT.CE

GNE 2-GD FIXED CF

GNE 2-SuRPLUS ON CURRENT ACCOUNT

GNE 2.Exp.AND INCOME FROM ABROAD

GNE 2.iMp.AND INCOME TO ABROAD

GNE 2-GNE AT MARKET PRICES

PCE 2-FOoD

PCE 2-CLoTHING

PCE 2.HOuSING5

PCE 2-FuEL AND LIGHT

PCE 2.MEDICAL AND PERSONAL CARE

PCE 2.TRANSPORTATION

PCE 2"CoMMUN:CATION

PCE 2.SOCIAL EXPENSE5

PcE 2eEDuCAT:ON , RECREATION AND

PCE 2-,ToTAL : ORIGINAL VALUL

PCE 2.TOIAL : ADJUSTED VALUE

GOVT.CE ?-GOVT,CE

GOVT.CE 2.EMPLOYEES tXPtND.OF 1

60VT.CE ?-OTHERS OF 1

GD FIXED CF 2-L!VESTOCK , PLANT

GD FIXED CF 2-PROD,ENU:P.BY PPI

GD FIXED CF 2-STRUCTURE5 ETc.BY

GD FIXED CF 2.TOTAL OF PPI

GD FIXED CF 2-PROD,EOU:P.BY PNPI

GD FTXED CF 2.5TRUCTuRES ETc.BY
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 MI5C.

BY PPI

PPT

PNPi

Ml5S1NG
 VALUE5

  -99.
  -88,

  -99,
  -88.

  -99.
  -88,

  -99.

  -99.

  -99.

  -99.

  -99.

  -99.

  -99.

  -99.

  .99.

  .99.

  -99,

  .99,

  .99,

  -99.

  -99,

  -99.

  -99.

  .99,

  -99,

  .99,

  -99,

  -99,

  -99.

  -･99,

  -99.

  -99,

  .99,

PRI
FMI

o

U

U

U

U

U

U

o

U

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

v

U

U

U

U

U

U

U

U

U

o



REL
pos

245

246

247

248

249

250

251

252

253

25g

255

256

257

?58

259

26e

261

262

263

?64

?65

266

267

268

269

270

271

272

273

274

275

276

VARrABLE
    NAME'

N12107

Nl2108

NI2109

N12110

N:2111

NI2112

Nr2113

N12114

N1211S

NI2116

NI21i7

N12118

N12119

Nl2120

NI2121

NI2122

N12123

N12124

N12125

N!2126

Nl2127

N12128

NI2129

Nr2130

N12201

N12202

NT2203

N122031

N12204

Nr2205

N122051

N12206

VAR1ABLE

GD FIXED

GD FIXED

GD FIXED

GD F1XED

GD FiXED

GD FIXED

6D FIXED

GD FrXED

GD FIXED

GD FIXED

GD FIXED

GD F1XED

GD FIXED

GD FIXED

GD FrXED

GD FIXFD

GD FIXED

GD FIXED

GD FIXED

GD FIXED

GD FIXED

6D FIXED

GD FIXED

GD FIXED

CF OF PI

CF OF P!

CF OF PI

CF OF PI

CF OF PI

CF OF PI

CF OF PI

cF oF pr

LABEL

CF 2-TOTAL OF PNPI

CF 2.LIVESTOCK , PLANT BY PAI

CF 2.PROD,EOUIP.8Y PAr

CF 2eSTRuCTURES ETc.By PAI

CF 2-TOTAL OF PAI

CF 2-RESID.BUIL,FARM BY PAI

CF 2.RESID.BUIL.NON.FARM BY PA:

CF 2-TOTAL OF RESID,BUIL.OF PAI

CF 2.TOTAL OF il + 14 OF PAI

CF 2-PROD,EQUIP.6Y 60VT,

CF 2-NON MILITARY OF 16

CF 2-STRUCTURES ETC.BY 60VT,

CF 2.NON MILITARY OF 18

CF 2-TOTAL OF bOVT.

CF ?.NON MILITARY OF 20

CF 2-LIVESTOCX , PLANT tsY P + <)

CF 2-PROD,EQUIP,BY P . G

CF 2-NON MILITARY OF 23

CF 2d-STRUCTURES LTC.BY P + G

CF 2-NON NIILITARY OF 25

CF 2-RES:D.BUIL.BY P + 6

CF 2-GRAND TOTAL OF P + G

CF 2-NON MILITARY OF 26

CF 2.DUPLICATION BETwEEN 3 , 19

2.LIVESTOCK , PLANT BY AGRICUL.

2.PDE BY AGRICUL,

2.STRUCTURE5 ETC.BY AGRICUL,

2-PART OF GOVT.OF 3

2.TOTAL OF AGRICUL,

2.STRUCTURES ETC,BY FORESTRY

2-PART OF GOVT,OF 5

2.PROD,EQUlP,BY FISHERY
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MISSIN()
 VALUES

  .99.

  .99,

  -99,

  .99,

  -99.

  -99,

  .99.

  -99,

  .99.

  -99.

  -99.

  -?9,

  -99.

  -Y9,

  -Y9,

  -99･

  -99,

  -99,

  -99,

  -99,

  -99.

  -99.

  -･99.

  -99.

  -99.

  .-99.

  -99.

  ･･99,

 .Y9,O

  -99,

  .99,

  -99.

PRl
FMI

v

o

o

o

U

U

o

o

o

U

U

U

U

U

U

e

U

U

U

o

o

o

U

U

U

U

o

u

1

o

o

v



 REL
 pos

?77

278

?79

280

281

282

2g3

284

285

286

287

2g8

289

290

291

?92

293

294

295

296

297

298

299

300

301

302

303

304

305

306

307

308

VAR1ABLE,
    NAME

Nr2207

N12208

NI2209

NI2210

N12211

N12?12

NI2301

N12 .3 02

NI2303

Nl2304

Nr2305

Nl2306

N!2307

N12401

NT?402

Nl2403

Nl2404

N12405

Nl2q06

N!2407

NI2408

Nl2501

Nr2502

N12503

N12504

N12505

N!2506

N12507

N12601

Nl2602

N12603

NI2604

 VARIABLE LABEL

CF oF pl 2eLIVE5TOCK AND PLANT By pl

CF OF PI 2-PROD,EQUIP.BY PI

CF OF PI 2-STRUCTURES ETC.BY PI

CF OF PI 2.SUB-TOTAL OF Pi

CF OF PI 2-RtSID.BUIL.BY PI

CF OF PI 2･･TOTAL OF PI

6NP 2.NDp Al' MARKET PRICE5

                   NGNP 2.NET FACTOR rNCOME FROM AtiROAD

GNP ?.NNp AT MARKET PRICES

GNP 2-DFpRECIATION ALLOwANCES

GNP 2-5TA,DI5CREP,

GNP 2.GNp Al' MARKET PRIcE5

GNP 2.ADJUSTMENT ITEN

NDP BY 1 2-AGRICUL,FORE5TRY , FISHERY

NDP BY' r 2.MF6 AND MINING

NDP BY r 2-tCON5TRUCTtON

NDP BY I 2･-FACILITATING INDUSTRy

NDP BY f 2.COMMERCE SERVICES A

NDP BY I 2-SUB-TOTAL

NDP BY 1 2-IMPUTED HOUSE RENT

NDP BY ! 2-TOTAL OF ALL INDUSTRIES

GDP BY l 2-AGRICUL,FORE5TRY , FI5HERY

GDP BY 1 2-MFG AND MINING

GDP BY 1 2-CONSTRUCTION

6DP BY 1 2-FACILITATING INDu5TRy

GDP BY I 2-COMMERCE 5ERVrCES A

GDP BY I 2-TOTAL OF ALL !NDUSTRIES

GDP BY 1 2.6 PLU5 SOME DEPRECIATION

NDP OF P! 2-AGRICUL

NDP OF PI 2-FORESTRY

NDP OF PI 2-FISHERY

NDP OF PI 2-TOTAL -
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MlSSlNG
 VALUE5

 .99.0

  -99-

  -99,

  -99.

  -99,

  -99.

  -99.

  -99.

  -99,

  -99.

  ･-99,

  -99.

  .99.

  -99,

  -99,

  -99,

  -99,

  -99.

  -99.

  -99.

  -99,

  -99,

  -9Y,

  -99,

  -99.

  -99.

  -99,

  .99,

  .99.

  -99,'

  -99.

  -99.

PRI
FM1

i

U

o

o

o

U

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

U

tJ

b

o

ctl

U

L

U

o

o

v



 REL
 pos

309

310

311

312

313

314

31b

316

317

318

319

32o

321

322

323

324

325

326

327

328

329

330

331

.3 -32

333

334

3 3. 5

336

337

338

339

340

VARlABLE
    NAME

Nl2701

Nl2702

N!2703

Nr2sol

N12802

Nr2803

Nl2804

N!280S

N:2806

Nl?807

Nl2808

N!2809

Nr2810

NI7901

N12902

NI2903

N12904

N12905

NI2906

Nt3001

N13002

Nr3oo3

NI3004

NI3Ci05

Ni3006

NI.30O7

N13008

N13009

NT3010

N13011

N13101

N1 .3102

VAR!ABLE LABEL

NDP oF MM 2.MINING

NDP OF MM 2eMFG

NDP oF MM 2eTOTAL

NDP oF F: 2eRAILWAyS OF TRANSP,

NDP OF FI 2eMARITIME OF TRANSP.

NDP OF FI 2eSERV:CES INCID,TO TRAN5P.

NDP OF FI 2eTOTAL OF TRANSP.

NDP OF FI 2.COMMUNiCATION

NDp oF FI 2eELECTRICITY BY PUBLIC UTILI.

NDP oF F! 2eGAS BY PUBLIC UTILI,

NDp oF FI 2eWATER SuPPLY AND SEwERAGE

NDP OF FI 2-TOTAL OF PUBLIC UTILI,

NDP OF FI 2-GRAND TOTAL OF 4+5+9

NDp oF c-SA 2-cesA

NDP oF C-SA 2.PUBLIC ADM,BY C-SA

NDp oF c.3A 2-PROFEssrONAL BY c.sA

NDP OF c-SA 2.DOMESTIC 5ERVANTS BY c-SA

NDP OF c-SA 2-C-5B BY C-SA

NDP oF c-SA 2.ADJT,NET ;NDR.TAx BY C-SA

DEFLATORs A-PCE

DEFLATORs A-GOVT.CE

DEFLATORs A-GD FIXED CF

DEFLATORs AeEXPORTs

DEFLATORS A-tMPORT5

DEFLATORs A-6NE

DEFLATORs A.AGPICUL.FORESTRY , FISHERY

DEFLATORs A-MFG AND MrNIN(S

DEFLATOR5 A-CONSTRUCTION

DFFLATORs A.FACILITATrNG INDUSTRY

DEFLATORs A-COMMERCE 5ERVICES A

DEFLATORs BIE-PRIVATE AGRICUL.BY PDE

DEFLATORs 81E-PNPI BY PDE
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M]55lN(i
 -vALUtb

  -99.

  -99.

  -99.

 -99.0

 -99.U

 -99.0

 -99.0

 -99,O

 e99.0

 .99.0

 -99,O

 "99.0

  -99.

  -99.

  -99.

  .99.

  .99,

  -99.

  -99.

 .99,O

 .99.0

 .99,O

 -99,O

 -99.0

 -99,O

 -99,O

 .99,O

 -99.0

 .99,O

  -99,

  .99,

  .99,

F) L< I

F rt i

U

v

v

i

1

i

1

1

i

1

1

1

o

o

o

o

o

o

U

1

1

1

1

1

i

1

1

1

1

o

o

o



REL
pos

341

342

343

344

345

346

347

348

349

350

35i

352

353

354

355

356

357

358

359

360

361

362

363

364

365

366

367

368

369

370

371

372

VAR1ABLE.
    NAME

N13103

NI3104

Nl3105

NI3106

N13107

Nr3108

Nf3111

NI3112

NI3113

N13114

NI3115

N13116

Nl3117

NI3118

N13119

Nl3120

NT3121

N13122

N13123

N13124

N1312S

NI3126

N13127

N13128

NI3201

NI3202

N13203

NI3204

Nr32o5

N!3?06

N13207

N13208

VARIABLE LABEL

DEFLATORs BIEd-TOTAL OF PDE

DEFLATORs BIE-PRIVATE A()RICuL,BY C()NSTR,

DEFLATORs Blt-PNPI BY CONSTRUC,

DEFLATORs BIE-TOTAL OF CONSTRuC,

DEFLATORs BIE-RESID BUIL,FARM

DEFLATORS BIE-RE51D BUIL,NON-FAHM

DEFLATORs B2P-AGRrCUL.By Pr

DEFLATORS B2P-FORESTRY tsY PI

DEFLATORs B2P-FISHERy

DEFLATORS B2P.MINING BY MM

DEFLATORs e2P.MFG BY MM

DEFLATORs B2P-RAILWIYS 06 TRANFP.

DEFLATORS B2P.MARITIMt OF TRAN5P.

DEFLATORs B2P･-SERVICE5 INCID,To TRr"sp.

DEFLATORs B2P.･TOTAL OF TRANSP,

DEFLATORs B2P･-COMMUNICATiON

DEFLATORS B2P-ELECTRICrTY BY PUBLTC UTIL

DEFLATORs B2P.GAS BY PU6LIC UTrLI.

DEFLATOR5 B2P-WATER SUPPLY , SEwERA(,E

DEFLATORs B2P.TOTAL OF PUBL!C UTILI.

DEFLATORs B2P.C.SB BY C.SA

DEFLATORS B2P-bPUBLIC ADM,BY C-SA

DEFLATORs B2P.PROFESSrONAL bY C-sA

DEFLATORs B2P.DOMESTIC SERVANTS BY C.SA

GNP DI.ANNUAL:GNP AI CURRENT PRICES

GNP DI-ANNUAL;NNP AI CURRENT PRICES

6NP DI.ANNUAL:PD: AT CURRENT PRICES

GNP DI.ANNUAL:PCE AT CJRRENT PRICE5

GNP DI-ANNUAL:GNP AT CON5TANT PRICE5

GNP DI.ANNUAL:NNP AT CONSTANT PRtCES

GNP Dr-ANNUAL:PCE AT CONSTANI PRICES

GNP DI.7MA:GNP AT CONSTANT PRICES
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Ml5SlN6
 VALUE5

  -99,

  .-/]-

  -Hv-

 -9v,.

 .-v l. -.

 .v'v.'

 'tY,Li

 -d9,.

 - S) S, . L'･

 -99, {..

 -99. i:'

 -99. L･

 .9CS.L

 -99, L･

 -99.V

 -99,O

 -99.0

 .99.0

 -99.U

 -99.0

 -99.0

  -99,

  -99,

  .99,

  .99,

  -99.

  -99,

  .99,

  -99.

PRl
FMl

o

/1

.l

1

i

1

1

l

1

1

l

1

1

1

1

1

1

1

o

o

o

o

o

o

o

o



 REL
 P05

373

374

375

376

377

376

379

.3 ao

381

382

383

384

385

386

387

388

389

390

391

392

393

394

395

396

397

398

399

400

401

402

403

404

VAR1ABLE
    NAME

N13209

Nl3?10

NI3301

NI3302

N13303

N13304

Nr3305

Nl3306

NI3307

N13401

NI3402

Nl3403

N13404

NI3405

N13406

N13SOI

Nl3502

N13503

NI3504

Nr3505

N13506

N13507

N13601

Nl3602

Nl3603

Nl3604

N13605

Nl3606

Nr3701

Nr3702

Nl3703

N13704

VAR1ABLE LABEL

GNP D1-7MA:GNP

(jNP Dl-7MA:PCE

COMPOS:TTON OF

COMPOSITION OF

coMposITroN oF

COMPOSIT1ON OF

COMPOS1TION OF

COMPoSlTlON OF

COMPoS1TION OF

COMPOS1T1ON OF

COMPOSIT1ON OF

COMPOS:TlON OF

COMPOS:T1ON OF

COMPOSTTION OF

coMposITroN oF

SMOOTHED SERIE5

SMOOTHED SERIES

SMOOTHED SERIES

SMOOTHED SERIES

SMOOTHED SERIES

SMOOTHED SERIES

SMOOTHED SERIES

SMOOTHED 5ERIE5

SMOOTHED SERIES

SMOOTHED 5ERIE5

5MOOTHED SERIES

SMOOTHED SERIES

SMOOTHED SERIE5

SMOOTHED SERIES

SMOOTHED SERIES

SMOOTHED SERIES

SMOOTHED 5ERIES

AT CONSTANI PRICL5

AT CONSTANT PRICES

GNt-PCt

GNE-GOVT.CE

GNE-GD FIXED CF

GNE-SURPLUS

6NE-EXPORTS

GNE.rMPORT5

GNL-GNE

NDP-AGRICUL.FORESTRY ETC,

NDP-MFG.AND MiNING

NDP.CONSTRUCTION

NDP-FAC!LrTAT1NG 1NDUSTRY

NDP-C-SA

NDP.NDP

 OF GNE-PCE

 OF GNE.GN.GOVT.CE

 OF GNE-()D FIXED CF

 OF 6NE.SURPLUS

 OF GNE-EXPORIS

 OF GNE-IMPORTS

 OF GNE-GNE

 OF NDP-AGR1LCUL.FORESTRY

 OF NDP-MFG.AND MINrNG

 OF NDP-･CON5TRUCTION

 OF NDP-FACILITAT1NG

 OF NDP-C-SA

 OF NDP-NDP

 OF GDP-A(L}RICUL,FORESTRY

 OF GDP-MF6 AND MINrNG

 OF GDP-CONSTRUCTION

 OF GDP-FACrL1TATlNG
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MiSSlNG
 VALUE5

  -99.

  -99.

 -99,O

 -99.0

 -99.0

 -99,O

 -99.0

 -99,O

 -99,O

 -99.e

 .99,O

 -99,O

 -99,O

 -99,O

 -99.0

  .99.

  -99.

  "99.

  -99.

  -99.

  .99.

  -99.

  -99,

  -99.

  -99.

  -99,

  -99,

  -99.

  -99,

  -99.

  .99.

  -99･
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U

o
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1
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1

1

1
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1

1

i

1

1

U

U

U

U

o

U

U

o

v

o

U

o

o

U

o

o
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REL
pos

40S

406

407

408

409

410

411

412

413

414

415

416

417

418

41 9

420

421

4?2

423

424

475

426

427

428

429

430

431

VARrABLE
    NAME'

NI3705

NI3706

NI3801

NI3802

N!3803

N13804

N!3805

N]3806

Nf3901

N13902

N13903

Nl3904

N13905

Nr3906

Nr4ool

Nl4O02

N14003

N14004

N14005

Nr4oo6

NI4101

NI4102

N14103

N:4104

N1410S

N14106

NJ4107

VARIABLE LABEL

SMOOTHED SERIES OF GDP.C-5A

SMOOTHED SERIE5 OF GDP-GDP

PERCENTAGE CHANGES rN GNE-PCE

PERcENTAGE CHANGES IN GNE-GN,GOvT,cE

PERCENTAGE CHANGES IN GNE-GD FrXED CF

PERCENTAGE CHANGES IN GNE-EXPORTS

PERCENTAGE CHANGES IN GNE-IMPORTS

PERCENTAGE CHANGES IN GNE-GNE

PERCENTAGE CHANGES IN NDP-AGRrCUL.ETC.

PERCENTAttE CHANGE5 IN NDP-MFG , MINING

PERCENTAGE CHANGES IN NDP-CONSTRUCTION

PERCENTAGE CHANGES IN NDP-FACILITATING

PERCENTAGE CHAN6ES IN NDP-C-SA

PERCENTAGE CHANGES LN NDP-NDP

PERCENTAGE CHANGE5 IN GDP-AGRICUL.ETC.

PERCENTAGE CHAN6ES tN GDP-MF6 MrNfN6

PERCENTAGE CHANGES IN 6DP-COP-CONSTRUCTI

PERCENTAGE CHANGES IN GDP-FACILITATING

PERCENTAGE CHANGES IN GDP-C-SA

PERCENTAGE CHANGES IN GDP-GDP

COMPo51TrON OF 6N SAVINGS-GN SAVINGS

COMPOS1TlON OF GN SAV1NGS-DEPREC1ATlON

COMPoSrTION OF GN SAV:NG5-NN SAVINGS

COMPOSITION OF GN SAVrNGS-PRIVATE OF 3

COMPOSrTION OF GN SAVINGS-GOVT.OF 3

RATIO OF GN SAVINGS TO NNP

RATIo OF NN SAVINGS TO NNP

MISSING
 VALUE5

  -99.

  -99,

  -99,

  .99,

  -99.

  -99,

  -99.

  -99.

  -99,

  -99.

  .99.

  -99.

  -99.

  ･-99,

  -99.

  -99.

  -99.

  -99,

  .99,

  -99,

  -･99,

  -99,

  -99,

  .99,

  -99,

  -99.

  -99.

PRI
FM{

o

o

o

o

U

o

o

o

U

U

o

o

o

v

o

o

o

U

o

o

o

o

o

o

o

o

o

( 7 -< iv{liijit,EN ; tw di ;m'" SL )
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5．4 LTESデータベースの今後の拡張

  LTESデータベースとしては， LTES 1に示されるように，今回は出来るだけ典拠の書物

から独立して読み取れる様なラベルを編成してみた。一方，変数名については，以下IV章で

詳説する様に，むしろ冊子体の書物と照合しなければ，変数名が識別出来ない様な形にして

みてある。

  前者の方向を徹底させてドキュメンテーシ。ンを豊富にして，独立して歩きうるファイル

にするというICPSR方式も確かに有効である事はいうまでもない。ただこの様な加エ統計

に関していうならば，推計・加工過程は数多くの仮定の連鎖で作られている。したがって，

最終加工値だけでなくこの様に推計基礎数値を含んだデータベースの場合には，その一つ一

つの系列作成の背後にある推計手続に関する仮定群の内容を熟知している必要がある。その

 ためには，推定過程に関する注釈に目を触れざるを得ない後者の方式の方が，表面的な利用

 し易さよりは良いという価値判断も下しうる。

  これらのドキュメンテーションの書式の研究は，これらのファイル作成者とは別箇の複数

の利用者による検討がなされなければならない。これらの利用者による検討の吟味が，次の

課題であるといえる。

  データベースの全面的拡張に関しては，二つの方向がある。一つはLTES lで示したよう

に，推計基礎表について網羅的に入力しファイルの拡張を図る方向である。いま一つは，推

計過程を幾つかのベンチ・マーク時点について検討するデータを入力する事である。先に述

べた一連の金融関連データの推計と入力作業は，この一例である。またい，まひとつ，作業統

計データ・ファイルの一環として作成した朋治41年企業リスト・データENTDF 1などは，

 この様な利用を前提として作成されたといえる。

  いずれにしても，データベースの拡張は，このデータベースの利用者の需要と切り離すこ

 とが出来ないので，共同利用によって利用者の検討を得ることが先決である。以下V章では，

共同利用ファイルに格納・検索実験結果をやや詳細に検討しているのは，・このためである。

今後の作業は，これらの共同利用ファイルの使用実績を検討した上で行う予定である。

  参 考 文 献

〔1〕大川一司・篠原三代平・梅村又次（編）『長期経済統計；推計と分析」東洋経済新報社，

 10巻（続刊を含め全14巻）

1．

3．

4．

6．

7．

国民所得

資本ストック

資本形成

個人消費支出

財政支出
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 8．物 価

 9．農林業

 m，鉱工業

〔2〕 大川一司・南亮進（編）「近代日本の経済発展…・「長期経済統計」による分析』東洋経

 済新報社，1975

箇 馬場正雄・杉浦一平lr景気変動の分析と予測』 1961

幽 藤野正三郎「日本の景気循環・…循環的発展過程の理論的・統計的・歴史的分析．1 有斐

 閣，1965 （経済学全集）

〔5〕藤野正三郎・五1‘嵐副夫『景気指数：1888…1940、1 1973，（統計資料シリーーズ 2）

囹 藤野正三郎・秋山涼子11証券価格と利一子率：1874－1975」全2巻1977，（統計シリーズ，

 5，7）

函 松田芳郎（編）11企業統計データ・ファイル作成の試み11976

圖 松田芳郎・野島教之「企業統計データ・ファイル用プログラム」1977（『・一橋大学経済研

 究所計算機室・プログラム・ライブラリー・シリーズ 砺 7』所収）
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π SPSSデータ・ファイル

4．1 SPSSデータ・ファイルの特質

  SPSSデータ・7アイルのデータ構造 5ps5データ・ファイルのデータ構造は1データ

 ・サンプル毎にそこに含まれる変数がリスト型で配列されている。1データ・サンフルのこ

 とをケースと呼んでいる。ケース数に関しては制限がない（ただ使用しうる計算機のジ。ブ

 分類によっては，作業領域のコア容量：で制限されることがある。しかし，これは，このプロ

 グラム・システムとは関係のない制約条件である）。1ケースに含まれる変数の数は，最大

 500変数である。

  このケースの集合として入力されたデーータをファイルと定義する。したがって，フー・イ・L

 は，逆に，何箇かのケースの集合の集合として分割することが出来る。このような，一一つの

 ファイルのなかのケース群を，サブファイルと呼んでいる，，1箇日ファイルを最大100箇の

 サブファイルに迄分割しておくことが出来る（ただし5P55Gにはこの機能が存在しない。）

 変数 変数には，数量型変数と．文字型変数の二通りがある。数量型変数は，数字・正負

記号・小数点で構成されており，正負記号・小数点記号をも1桁として，最大6－8桁の数

値が使用出来る。文字型変数としては，文字または記号（記号には文字・数字の混合が可能）

で，最大4桁の文字が使用出来る。

 これらの変数の大きさは入力の際の制約であり，システム内部での演算の際の大きさでは

ない。5P55のシステムの利点の一つである計算結果の作表の出力書式に苦労する必要がな

いということは，逆に所定の書式でLPシートに印刷される各項目の桁数には，最大桁数が

あらかじめ決められているのであり．データによっては，ケース数が無制限であるので，内

部演算は行っても，結果出力は所定の欄の桁数を越えて（オヴァー・フロー）しまうため，

＊率韻脚・記号が印字されて，結果が出力されない場合がある。この場合でも計算機内の演

算は行われている。

 数字のみで作られている文字型変数を数量型変数とみなして入力することは可能である、

（これは，以下で説明する自由領域書式で入力するとき11でかこむ必要のないという利点

がある）。

 データは，カード，磁気テ～ブ，ディスク等で入力することが可能であるが，以下ではカ

ード入力の書式について記す。

 カードの入力書式 入力書式には．（D固定コラム書式 （FlXED FORMAT）とqi）自由領

域書式（FREEFIELD）とqlDバイナリー書式（BIηarg）の三種類が可能である。
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（P 固定書式は，■B〃カードの同一桁の範囲内には同一変数が入るという方式であり，

 FOR T朋Nの入力書式で表現される。

（ID 自由書式は， 且LGOLなどの様に，データとデータの間は，ブランクを区切り記号

 （デリミター）として使用する。文字型変数の場合は，（ll）でかこまなければならない。

 （例えば．巳Al lBl lCo21の様である。）

 データの入力書式としては，他のプログラム・パッケージでの利用を考えると固定書式

で入力しておく方が便利である。初心者がデータ修正等に便利であるから自由書式を利用

した方が良いといった説明もあるが，データ・クリーニングの事を考慮に入れるならば，

大量データを処理する航程，むしろ固定書式で入力しておいた方が後の処理は楽である。

ただ，固定書式で入力する際，変数と変数との間に1ブランク入れておくと，それが区切

り記号となるので，自由書式としてでも入力出来て便利である。

 固定コラムの入力書式は，数量データであれば，F陪dで示される。但し， Wには小数

点記号等の記号をも1桁とした桁数を，dには小数点以下の桁数を示す。文字型データは

 を変数の桁数とすると，肋で示される。また読み込む必要のないものが，カードにせ

ん孔されていれば，読み飛ばす桁数をπとすればnXで示される。この三種類のFORT蝕N

書式の表現法を用いて，入力書式は示すことが出来る。

 SPSSデータ・ファイルの構成 SP55データ・ファイルは，データ部とそのデータの定

義に用いた名前（name）●その名前が何を意味するかというラベル（エabeエ）の二つで構

成されている。データ部では，これらの名前は一切使用されず，ブPグラムのコントロール

カードのなかで，名前とラベルは定義され使用される。

 名前に関する規則は，データの変数名だけでなく，ファイルの名前等一切の名前に適用さ

れる。

 名前は1文字の英文字で始まり，英文字または数字を使用して，8文字以内でなければな

らない。

 ただし，この名前には，以下で示す様な，関数演算子・論理演猿子に使用している単語を

使用してはならない。また使用不能の記号としては，ブランクとOの他に次のものがある。

ALL BY TO WITH GE LE G↑ LT Eq  NE AND OR NOT

SQRT  EXP  LN  SIN  COS  ATAN  RND  LGlo  ABS  TRUNC  凹ODlo

／ ☆ （ ） ＋ 一 ＝ ， ， B君α酸

 この8文字以ドの名前では，名前といっても禰のコードであり，何を意味するかを一目

で判定出来ない。そのために，名前の字解をするラベルを定義することが出来る。

 変数名のラベルは40文字以内，変数の取る値（例えば文字型変数のコードの意味）は，20
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文字以内でなければならない。また，いずれも／と（ ）は使用することが出来ない，，もし，

これ以上の詳細なラベルが必要な場合にはDOCUMENT文のなかで記す他はない。ただし，

DOCUMENT文で注解された事柄は，統計解析の結果表の作表面には繰り返して印字されない

ので，作表面で，これらの記号の意味を明らかにするには，あらかじめこのラベルの字数制

限の範囲内で記すことが望ましい。

 この他，計算の実行の名前ぐRUN NA改めと，そのなかでの箇別の計算手続きの手前（TASK

NA旺）についてはおのおの64文字以内である。

 データの変形 データをシステム内で，加工処理をするには，ほぼFOR？朋四と同様の関

数表示形式でデータを変容することが出来る。変形した結果は，その実行（ラン）の間中は

保存される。さらに，データ・ファイルとして永続的に保存するのであれば， SAVE FI」E

命令を用いて保存することが出来る。

VARX3VARA／VARB
VARX；VARA索VARB
VARX＝VARA＋VARB
VARX嵩VA飛A－VARB
VARX＝VA只A★★2        2rrγ箆RX♪＝rvλRAノ

VARX一SqRT（VARA）         rレみRXノ置 じ／rレみRノリ

VARX＝LN（VARA）          rv：λRX，二・＝Ln‘VARノリ

VARX冨LGlo（VARA）         ‘ワARXノ＝10910rγARA／

VARX3EXP（VARA＋VARC）
VARX昌S l N（VARA＋VARC）

VARX＝COS（VARA）
VARX累RND（VARA＋VARB／VARC）
VARX＝ABS（VARA乗VARB）

VARX＝TRUNC（VARA／2）
VARX目下ODlo（VARA）

 データ・ファイルの作成 データ・ファイルは，何等かの統計計算の課題と一緒に作成さ

れる。この課題の実行のためには，コソトローールカードが必要である。これはコントロール

命令領域CCONTROL FIELD）と明細指示領域（SPECIFICATION臼ELD）の二つに分か

れる。これらはカードで入力され，前者は1より15桁目迄，後者は16桁から80桁迄使用する。

 具体的には，最小限次の指定があって，1箇の5P55システム・ファイルが作成される。

（これらをコントロール・カードという）

 計算機を走らせる（RUN）ことを宣言するRUN NAME，データの読み込み（READ iNPUT

DATA）と， RUNの終了宣言（FINISH）という命令語の間に．データの定義カードと課題の

定義カードを挿入し，データ読み込み命令の後にデータ・カードが配列される。

 データ定義カードは，データ・ファイルの名前（FILE NAME），変数リスト（VARIABLE
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LIST，これで変数が定義される），入力媒体の指定（園PUT旺DlU偶），ケースの数

（NOF CASES），出力書式（PRINT FORI仏TS）幽が最小要素として定義される（ファイルの

名前は一般に省略出来る）。

 この他，欠損値の指定（川SSlNG VALUE），変数のラベル（VARしABELS），変数値のラベ

ル（VALUE LABELS）を定めることが出来る。これらのカードで，データの定義カードが構

成され，何等かの課題（統計処理）を実行するための課題定義カードと組み合せて，計算機

を走らせることによって，ファイルが出来る。

 SPSSの使用方法 5P55の使用のための手引としては，

〔1〕 三宅一郎編著ir社会科学のための統計パッケージ』 1973，東洋経済新報社，（5P55第

 4版（5P55レ．4）による6）

〔2〕 三宅一郎他著r5P58統計パソケージ』1・基礎編，π・解析編，1977，東洋経済新報

 社（〔1〕の改訂版，5P55第6版・ （5P58レ。6）による。）

〔3〕 司馬正次編著rデータ解析入門一一5PSSへの招待一一』 1977， 東洋経済新報社

 （〔2〕の1に含まれている事柄を中心に入門的に解説し，Hの若干の手法に触れてある。た

 だ逸〕の後で発生した5P55の版権，私企業5P55■ησ．に移管に伴う問題について触れてあ

 る点は，これから5P55の導入を計画している機関にとっては参考になる。）・

といった文献があげられる。これらの文献を読んだ上で，それぞれの利用する計算機センタ

ーの5PsS利用手引書を読むことによって機種の相違による使用上の注意点を知ることが出

来る。

4，2 横断面データ（企業統計データ・ファイル）の処理例

  横断面データ（クロス・セクション・データ）の処理について，具体的なデータを例とし

て使用しながら解説する。

  今回作成したデータベースは，大部分が時系列データである。5P55システムは横断面デ

 ータの解析にすぐれているという定評かあり，横断面データの処理例として，当文献センタ

ーで開発中の「企業統計データ・ファイル」のうち横断面データに相当するリスト・データ

の一部を抽出し， 5P85システムファイルに変換して，実験用データベースとして使用する。

 （企業統計データ・ファイルは固有のデータ構造を持った独自のシステムであるが，その詳

細については皿の文献目録〔2〕を参照）

 横断面データは，一般に，個別の調査個票に相当する記録をそのまま計算機に入力する場

 合と，一定の集計処理を施した結果を入力する場合とがある。経済分析では，政府機関等の

作成したデータに依存する比重が極めて高い関係もあり，後者の型のデータを使用すること

が多い。しかし，情報量の点では，個別調査梅南のデータの方が多いことは，明らかである。
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 また横断面データの処理例としては，集計データでは，．卜分ではないので，この「企業統

計データ・ファイル」の処理例についても個票段階での入力データの部分を主として，それ

が，どの様な形で集計量データにまで加五し得るものかを検討している。

 企業リスト・データ作成の典拠資料から入力されるデータは，明治n年の銀行業を除く全

会社形態企業の属性が含まれる。

 このリスト作成の典拠の資料は1ド銀行会社要録』（明治42年刊行，東京興信所）とダ全国

諸会社役員録』（明治把年刊行，商業興信所）の2冊である。これらの本は共に明治41年度

の各社の決算報告書を調査対象としている。ただ・ヂ銀行会社要録』のカバレッジは，主とし

て関東以北である（本店は関西にありながら支店を関東以北に置く比較的人きな企業も含ま

れる）。これに対してピ全国諸会社役員録」のカ’ミレッジは，…応全国の都道府の地域を含

んでいるけれども，合名会社及び合資会社については調査対象を資本金1万円以上の企業に

限っている。

 この両調査の財務データの詳細さの比較をするには，記載されている財務データにはい

ろいろな段階のものが含まれているので一概には言えないが，全体的にi「銀行会祉要録Jlの

方が詳細であるといえる。そこで，「銀行会社要録」で得られないデータを…：1全国諸会社役

員録』で採録した。

 この両資料の元になった調査の，それぞれの調査もれ企業の有無は，重複してデータの得

られる地域について照合検査を行っている。結果的には，十数社であり，ほぼ，両者同一の調査

精度をもっているものと推定される。

 この両資料の元になった二つの調査の調査結果を合せて一つの調査とみなして，企業単位

の属性を入力したSPSSシステム・ファイルを企業統計データ・ファイルとして F比E

NA凹EをE吋TSDFi 酬VTerprlse 5ゴze Dゴ5亡rlbu亡10ηF∬e窪エ． としてデータ・ベー

ス化してある，，

 いま，このSPSS・システム・ファイルによるENTSDF】のファイル構造の全体を示す情

報を示すならば，第1図の様になる。以下，このファイルを例として個票タイフのデータ処

理の具体的な問題点を検討する。
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tNT5DFI.Kl(iYO TOKFt DATA fILL
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FOR 26 vAR:AeLES,
 (,CARDS,) PER CASE.

COMPUTE
COMPUTE
IF
IF
IF
rF
COMPUTE
COMPUTE
COMPUTE
COMPUTE
COMPUTE
COMPUTE
IF
COMPUTE
IF
;F
IF
COMPUTE
COMPUTE
COMPUTE
COMPUTE
SELECT IF
VAR LABEL5

 1- 2
 3- 5
 6- 6
 T. tl
12- 1?
13. 13
14. IS
16. 16
V- 17
18. 19
20- 21
22- 22
23- 23
24. 25
26- 27
28- 31
32- 31
38. 47
48- 48
49- 58
59- 59
60- 69
70- 70
75- 7S
76- 77
TS- 78

26 WILL BE READ
 A MAXIMUM OF TS ,COLUMN5, ARE USED ON A

SOJINlN=YAKUlN+SH1YON!N
SOR1TUCsO
(SOR:TUI EO ,M,) SORITUCs50RITU2+1867
(SORITUI EO ,K,) 50RITUCsSORITU2+1864
(SORITUI EO ,G,) SORITUCsSORITU2+1687
(SORITUI EO ,C,) SORITUCsSORITU2+159S
PAIDKHATsRND(HSHIHON/SHIHON-10)
TKABUKINsSHIHON/KABUSU
F:RMID=FUKENC.!OOOOOO+KSGYOC"10.DATASOCE
ZSHIHON=RND(LN(HSHrHON).2)
YSHIHON=RNDCLN(SHIHON)-2)
KABUNUSJ=RND(KABUNUSIt50)
(KABUNUSJ 6T 10) KAeUNUSJ=11
XSHtHON=O
(KEtTAI EO 1) XSHIHONsHSHIHON
(KEtTAI GT 1) XSHIHON=SHIHON
(SORITUC LT 1870) SORITUC#1860
SORITUCCslRuNC(cSORITUC.1870)tlO)+1
WSHIHON=RND(SHIHONIIOOO)
TSHIHON=RND(HSHIHONIIOOO)
USHIHON=RND(XSHIHONIIOOO)
(FVKENC GT O )
FUKENC. TODOFUKEN CODE/
sHrcHoc, sHlcHosoN cuDFI
KI6YOC, KIGYO CODF/
DATASOCE,DATA SOURCE N{ NATTA HON NU tiANGO/
DSNENZII,DATA SOURCE NENZI NENGOI
DSNENII2,DATA SOURCE NENtl NEN/
HENKO, LIST HENKO SHiZl CODE/
SORITUi, SORtTU NEN NENGO/
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VALUE LABELS

M!ssING

PR1NT

VALUE

FORMATS

DOcuMENT

SORITU2, SORtTU NENI
SORITU3, SORITU NEN TUKII
KEITAI, KIGYO KEITAI NO SHURUI COPEI
KESSANK1,KE5SANKlt
KES5ANTU,KESSANZUKr/
YAKU!N, YAKUINSUI
KABUNUSI,KABUNUSHI NINZU SHIHONNUSHE NINZUI
SH1YONlN,YAKUlN O NOZOK.U SHIYON1N N1NLu/
SHIHON, SHIHONKIN/
SHIHONE, HOKA NO DATA KARA HOKAN SARETA SHIHONt
H5H}HON, HARAIKOMIZUMI SHlHONI
HSHIHONE,HOKANO DATA KARA NO HARAIKOMIZUMI SHIHON/
KABVSU, KABUSUt
KABUSVE, HOKA NO DATA KARA HOKAN SARETA KABVSU/
DSKESSI, DATA SOURCE NO KESSANKI NENGO/
DSKESS2, DATA SOURCE NO KES5ANKI NENt
D5KESS3, DATA 50URCE NO KES5ANKI CODEI
SORITUC, SORITUNEN SttREK1/
PA1DKRAT,SHIHONHARAIKOMI HIR1TSUI
FIRMID ,KIGYO CODE T05Hl NUMBER
TKABUKlN,TANIKABUKIN
DSNENLl1 (tM,)MEllI (,K,)KElO (,Ct)KE1CHO (,G,)GENROKU/
SORITUI (,M,)MEIZI ('K,)KEIO (tC,)KEICHO (,Gt)GENROKU/
DSKESSI (,M,)MEIZI CtK,)KEIO (,C,)KEICHO (,G,)GENROKU/
HENKO (1)SHINKI SANNYU (2)HAISH! C3)SHAMEI HENKO
      (4)HON5HA CHIIKI tDO (5)JUNBICHV (6)KOKUYUKA
      (7)KYUGYOCHUt
KEITAI (1)KABUSHIKI KA15HA <2)SOGO KAISHA
       (3)KABVSHIKI GOSHI K, (4)GOSHI KAISHA
       (5)GOMEI KAISHA (6)YUGEN KAISHAt
KESSANKI (O)NEN 1 KAI KESSAN CI)NEN 2 KAI KESSAN
        (2)KES5AN SHURUI FUMEI (3)NEN 1 KA! TO SUITE:
        (4)NEN2 KAI TO SUITEt (5>SORLTUKI TOKUSHUI
D5KESS3 (O)NENII KESSAN (1) 1-6 6ATU KESSAN
        (2)7.12 GATU KESSANI
FUKENC(1)HOKKASDO(2)AOMORI<3)IWATE(4)MIYAGI(5)AKITA
(6)YAMAGATA(7)FUKUSHtMAC8)1BARAG1C9)TOCHlG1(10)GUNMA
<11)SAITAMA(12)CHIBAC13)TOKYO(14)KANA6AWA(IS)NiIGATA
(16)TOYAMA(17)tSHlKAWA(18)FUKUl(19)YAMANASHI(20)NAGANO
C21)G!FU(22>SHIZUOKA(23)AICHI(24)MIE(25)SHIGA(26)KYOTO
(27)OSAKA(28)HYOGO(29)NARA<30)WAKAYAMA(31)TOTTOR:
(32)SHIMANE(33)OKAYAMA<34)HIROSHIMA(3S)YAMAGUCHI
(36>TOKUSHIMA(37)KAGAWAC38)EHIME(39)KOCHI(40)FUKUOKA
(41)5AGA(42)NAGASAKI(43)KUMAMOTO(44)OITA(45)MIYAIAKI
(46>KAGOSHIMA(47)OKINAwA(48)KARAFUTO(51)TAIWAN(S2)CH05EN
<S3)KANTON 5HU(S4)NANYO GUNTO(55)MANSHU(56)SHINKOKUI
SORITUCC(1) 1870.1879 (2) 18eO.1889
       (3) 1890-1899 (4) 1900.-19U9/
KEITAI(O)/SORITUCC(O)t
YSHIHON(O)/ISHIHON(O)t
FUKENC TO DATASOCE(O)/DSNENZII(A)/
DSNENZ:2,HENKO(O)/SORITU1(A)/
SORITU2 TO KABUSUE(O)tDSKESSI(A)/DSKESS2tDSKESS3(O)/
GINKO-KAISHA YOROKU(TOKYO KOSINJO) MEIJI 41 NENJE
42,S KANKO
ZENKOKU-5HOGAISHA-YAKUrNROKU(5HOGYO KOSHINJO) MEIJI tFl
NENJI 42NEN KANKO
FUKEN CODE--FVKEN CODE NO BVNRUI XIJUN WA HONSHA NO
(FUKENC) SHOIA!.CHI O KIJUN T0 5URU,
            KYU-SHOKUMINCHI KANKEI NO CODE NI TSUITE
            KANTON-SHU OYOBI MANSHU.KOKU SEIRITSU ILEN
            DE ATTEMO GAITO CHIIKI NI SONZAI SURU
            KIGYO NI T5UITE WA KANTON.SHU OYOBI
            MANSHU-KOKU CODE NI FUKUMERU.
DATA 50uRCE.O GINKO-KAI5HA.YOROKU O SOURCE TO SURU KLGyO
(DATA50CE) L!ST NO UCHI SHIHON-･KIN NADO NO HOKA wA
             ZAIMU TOKEI NO TORENAI MONO,
           1 GtNKO･-KAISHA.YOROKU O SOURCE Tb'SuRU KIGYO
             LIST NO UCHI KANTAN NA LAIMU TOKEI NO
             TORERU MONO.
           3 ZENKOKU.SHOGAISHA.YAKUINROKU O SOuRCE TO
             5URU KIGYO L{ST,
KESSANTUKI.HANKI K:-SSAN NO TOKI WA SHJMOKI(7-12GATU)
(KESSANTU) KE5SANTUKI
YAKulN,KABUNUSI-.-YAKUIN KABUNUSHI WA SHU TOSHITE
                LI5T SARETEIRU MONONO NINZU NOMI
IUPuT FORMAT
FIXED (F2,O,F3,O,Fl,O,FS.O,Fl,O,Al,F?.O,Fl.O.Ai,2F?.O,
      2F1,O,2F2.0,F4,O,F6,O,3(F1O.O,F1,O),4X,A1,F'2.0,
      Fl,O)
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 個体識別子 調査結果の調査対象毎のデータを入力した形のクロスセクシ・ソ・データを

統計解析するには，本来個々の調査対象（以下SPSSの用語法に従（てデータのケースと呼

ぶ）を識別する必要はなく，従って，ケースの識別子は不必要である。ファイルに入力され

る変数のすべては，属性変数であってかまわない。ケース間はデータ処理上等価だからであ

る。従って，データ構造としては，入力の際の入力順序によるだけのシーケンシャル・ファ

イルであってかまわない。

 しかし，これはファイル完成後のことであって，実際には最終的なファイルに至るまでの

データ作成のプロセスで，データ・ミス等のチェックのために識別子が必要になる。また，

SPSSでは，ディスク・ファイルから呼び込むのではなく，カードから呼び込むときにはケ

ース数を記入する必要があるので．ケース数を数えるための識別番号があることは，大量デ

ータを処理する場合，特に望ましい。

 このデータ・ラァイルでは，企業毎の識別子を1つの変数〔FIR剛D〕として設定してあ

る。当初からこの変数を作成したのではなく，データ変容カードにより定義した変数である。

データ・ファイル作成の手順からいうと，当初から設定した識別子ナンバーは，府県コード，

企業コード，データ・ソースコードの3変数の組みあわせで作られている。この場合，当初

から通し番号で作成した場合に比べ，番号ミスの修正は，容易なものとなる。

 この府県コードとは，各社の本社所在地の府県番号であり，企業コードは，原資料の企業

の配列順である各府県毎企業名いろは順に％しからふりつけたものである。府県番号は一種

の属性変数であり，このコード・システ屯はJIS（自治省コード，統計用標準コード等は同

一のものである。）を拡大して，作られている。

 データ・ソース・コードは，先に引用した出典文献をコード化したものであり，それぞれ

の変数値については DOCU卜1ENT 中に説明してあるように， O l銀行会社要録：資本金等

以外，財務データのとれないもの。1：銀行会社要録：簡単な財務データのとれるもの。

3：全国諸会社役員録 である。

〔FIR剛D〕は7桁の変数で，頭の2桁が府県コード，次の4桁（10位から10000位まで）

が企業コード，1の位の1桁がデータ・ソース・コードである。

 オリジナル・ファイル中のその他の変数は，すべて企業の属性をあらわす属性変数である。

 変数型SPSSで入力の際使用される変数のタイプは，前述のように数字のみから成る

（小数点，三号を含む）実変数の数量変数（Fタイプ）と，記号，文字，記号としての数字

等から成る文字型変数（Aタイプ）からなる。

 ENTSDF1，KIGYO TOKEI DATA FILE では，文字型変数としては，企業の設立年等を示

すのに日本の元号を使用している〔DSNENZII．〕〔SORITSU1〕〔 DSKESS 〕だけであ

る。あとは，非数量であっても，数量変数をコードとして使用している。
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 数量変数を主として使用したのは，文字型変数には；，統計の算出，サブ・プログラ亭の適

用，更には桁数にも制限があるためである。このDATA FILEに使われている変数の書式

仕様については下図のとおりである。
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 変容変数 オリジナル・ファイル内に存在する変数から，5P55のデータ・変容カードに

より新たに作成した変数を，ここでは変容変数と呼ぶことにする。

 変容変数の性格は，次の2通りに分類することが可能である。

 その1つは，新しく分析上の概念を作り定義するための変容変数であり，前述の〔FIRMI窃

はここに含まれる。他の1つは，属性変数を集計するため計算の便宜上作られる変容変数で

ある。

 前者の新しい概念を定義するための変容変数としては，このファイルでは他に〔PAIDKR

AT〕〔XSHlHON〕〔TKABUKIN〕〔SOJlNlN〕等がある。
 1              16
 Cし｝樗P芝ブrと        ρムIDKRA丁；R卜3D（HS卜q｝→ON／SHIH〔〕N昇三っ｝

 〔PAIDKRAT〕とは，株式会社の資本金に関する概念で，払込済資本金を公称資本金で割

って求められる「払込済資本金比率」である。この，未払込資本金を含めて資本金を表示す

るという慣行は，戦前の商法の規定により生じたものである。ただ，この未払込株金を含ん

でいたのでは，企業の資本金の実勢が判然としないので，この当時からすでに，集計表では

しばしば払込済資本金を基準変数として企業を分類する方式と資本による方式とが混用され

ている。

 当時の商法第128条に「株金発行ノ価額ハ券面額ヲ下ルコトヲ得ス。第一回払込ノ金額ハ

株金ノ四分ノーヲ下ルコトヲ得ス」と規定されている。いいかえれば，公称資本金の14以

上を払い込むことにより，会社が成立するわけである。この払込比率の状態を見ることにより，
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当時の実質的資本収集力を測定することができる。

 公称資本金と払込済資本金とが，どの程度の相関をもっているかで，規模による差の有無

のチェックも可能である。

  ENTSDF1では，この相関関係について， SCATTERGRA昌 の課題処理プログラムで第2

表のような相関グラフ（散布図）が得られる。

 払込済資本金の規定は，株式会社に対してのみ適用されるのであるから，各企業形態毎の

資本金比較は，株式会社について，どちらの資本額をとるかにより結果が異なる。そのため

に〔XSHIHON〕を定義し，株式会社については，払込済資本金を“資本金”とみなして，他

の形態の企業の資本金と比較する。

   1              16

   （川4PUTE     X5甫HOさ1＝0
   畳F           （Kε工TA！ EQ l） XSHIHON＝HSHIHON
   身F            （5ζ．竃τTAτ Grr 1） XSHIHON＝SHIHON

このプログラムにより，形態が株式会社の場合は払込済資本を，他の形態の企業の場合には

資本金を，比較尺度とするように，変数を変換することができる。

 〔TKABUKIN〕は，株式会社の単位株金の略であり，1株あたりの額面価格を求めるため

に定義される。

   ‘ρ騙Pl」了E        ¶「KABUK1騒＝SHIHON／KABUSU

 また，〔SOJININ〕は，役員及び従業員のデータの範囲が不明なため，その企業に従事

する“総人員”として合計して算出し，他変数との比較にあてている。

   ‘OMPuTピ  ．  ．   Sl’」1NI、卜」＝YAKUIN・←SHly〔｝NIN ，

 次に，集計の過程で数値処理のために作られる変容変数についてのべよう。

 ケース毎のデータを使用して統計解析を行う場合の他に，このケースを何らかの属性で集

計して，その集計量を使用してその特性を分析するのもまた，統計解析の手段としては重要

である。このとき，数量型属性変数について，適当な単位で集計して階層別データを作るこ

とが多い。この場合に属性の最大値，最小値，分布の形態などが，かなり確実に予測できる

場合，またはアプリオリに階層わけの基準のできている場合，この種の変容変数を作ること

は，さして困難なことではない。

 例えば，しばしば統計学の教科書で引用される，多人数からなる集団の身長の分布の場合

などは，分布形はほぼ正規分布に従って，その集団が日本人男子だけからなるとすれば，最

大値，最小値も，ほぼ見当をつけることができる。そうすると，階層刻みを15ケ程度にしょ

うと思えば，この階層分けは身長を2απ間隔で集計して，必要な結果が得られる。

 例えば最小の階層を159㎝として，2㎝単位で集計するプログラムならば，

   墨F            （SHINCHO LT 159） SH墨NCHO＝159

   COP4PUTE        SHlCHO器TRUNC（（SHlNCHO－159）！2）＋1
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経済データを扱うときには先験的な階層わけが容易でない方が多く，原データを等間隔で階

層わけするというような簡単な手法では，有意な集計結果の得られない。そのときには，別

箇の処理を試行錯誤的に行う必要がある。

 SPSSの特色の1つに， LP出力について，フォーマット文を書く必要がないという利点

がある。その事は逆にその出力形式は固定していることを意味し・ラインプリンター上の各

欄の桁数にはと限が設定されていることになる。5P55は変数の入力時の最大桁数は制限さ

れているけれども，ケース数については限定されていない。そこで，入力時には制限桁数内

であっても，ケース数の増加により，総計であるとか分散であるとかいったものについては，

容易に印刷面の桁数の上限を越えることがある。この上限をこすと，計算処理は実行される

もののLP出力上の印刷ではオーバーフローとなり米米と印刷されてしまうので，結果を読

みとることはできない。このような場合，入力時のデータの桁数が制限内であっても，更に，

二二数値を一一定の桁数にまるめるか，叉は，結果をまるめて出すように変数を管理しなおさ

なければならない。そのためには，新たな変容変数を定義しなければならない。

 ここでは，次のような変容変数が考えられている．

    l              l6

    CO銃PりTE        ’ξ3｝玉！1－C～寸二と亀．で5騒！1｛0卜峯／1COC，

    て．」｝P…f’し；Tε        T寒HIド・＝㌔1ま臼 ⊃こト∫鏑イIH∩臼！1GコO，

    ℃’吃r’l」TF     uSトィ！・飼こ，這二幅∴ごλ惣1卜IOI・1／三りOの

      ’「     ’《Aレへil汽1・』覧 ’！ ・r4i．ll・1／・」，

             ｛・Aちり∵・一で二’ ；… rく’：…．・ヒ，り11

 等間隔の階層わけで不適切な例としては，特定階層にケースが集中するために，その間

の変化がほとんど読みとれない場合がある。

 このデータ・ファイルでは，資本金の度数分布に，かなり強い正のゆがみがみられるので，

変容変数を用いて階級のわけなおしをしている。この変数のプログラムは次のようである。

   』1r：り；」UTFi        Z581ト」e，ξ一！㌶1、rL∵弓一三δ；一：ニト∴9【、｝ヌく2）

   ’』ξτロ．＝U了『        Y5Li！←蔓：円＝‘で’：，｛L’ 艦：『Hギトー穿rン、｝；52｝

 このように，アプリオリに階層わけのできていない場合には，出力結果をみながら変数を

作り直していかねばならないことが多く，手数のかかることになる。

 非三景変数の集計単位の変換は，特に名義尺度の場合，正確には“新たな概念を作成する

変容変数”に含まれるといえるだろう。たとえば，資本金集中について，府県別では有意な

結果が得られす，工業地帯別に分類しなおした方が，企業の分布形態を明らかにする場合が

あるとする。それは単に府県のいくつかの集計ではなく，新たに“工業地帯”という概念を

規定したといえるからである。

 この工業地帯（変数名KOGYOCC ）に集計しなおす例を考えよう。京浜工業地帯のコード

を60とし，東京・神奈川の2県と範囲を定める。一一方，阪神工業地帯のコードを70とし，大
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阪・兵庫の2県から成るとすると，この集計単位に集計しなおすプログラムは，次のようで

ある。

   1            16

   CO「鴫PUTE        KOGYOCC冨。

   lF             （FUKENC Eq 13 0R 14） KOGYOCC二60

   1r              （FUKENC Eq 27 0R 28） KOGYOCC；70

 欠損値の処理 SP55の特徴的な機能の1っに欠損値〔剛SS附G VALUES．〕の指定があ

る。

 社会科学の調査にしばしばあらわれる不完全データの処理に利．用することの出来る機能で

ある。〔囲SSlNG VALUES〕の命令に続いて変数名及び変数値を指示することによ・．り，当

該数値が計算から排除される。1変数毎に3種類までの欠損値の指定が可能である。

 注意しておく必要のあるのは，〔 ASSIGN MISSING 〕により計算から排除されるデー

タが，必ずしも統計的な意味での欠損値ではないということである。

 一般には欠損値とは，主に，欠測値（無回答）及び不完全値（1つの選択に2つ以上答え

たりした場合）の意味である。

 ところがSPSSにおいて〔剛SSING VALUES 〕カードで指定することができるのは，

必ずしも上記の意味での欠損値に限らない。たとえば，データ変容カードにより新しく定義

される変数値がその後の統計処理計算に不適当な数値となれば，これを〔川SS崩G VALU

ES〕カードにより計算から排除することが可能である。例えば，次のような場合がある。

 SHIHON，・HSHIHON の値が，有効数値としては大きすぎるとして，マルめの作業を以下

のCOMPUTE文で定義する。

   ⊂O卜4ρU了E        WSHIHON零RND（SH！HON！1000）
   （：O同PU丁E        TSH！HON＝RND（HSHIHON！1000）

 これらのなWSHIHON，↑SHIHON． により，名目株式資本総数と払込済資本の比率，払込み

比率（PAIDKRAT）を求める。 WSHIHONは資本金が500円未満であれば0になってしまう

ので，このときTSHIHON／WSHIHON冒TSH旧ON／oとなり，数学的に意味のないものとなる。

（計算結果はコンピューターの機種により0となるものとエラーになるものとがある。）

 あらかじめ上のような数値が含まれると予想される場合，次のプログラムでWSH田ON＝o

の場合を計算から排除することが可能である。

   MISSING VALUES WSHIHON零。

 また，数量型で入力した場合，ブランクは0として，読みこまれてしまうのでブランクを

含んだデータで計算を行う場合，やはり〔 囲SSlNG VALUES、〕に指定することにより計

算から排除することができる。

 〔 MSIllNG VALUES 〕に指定することができるのは数量型に限らず文字型変数も可能

である。．

一47一



wJ
HL
<
-<a
.-Yo
F
o
>e
-Y

-- N- e- eo co m to O"oooeoOoo------e----------ieoae"" or or a"eooeooooeeoeooaaoeooaeao or o                 -
D O O O Ot----oooooooOooHH- d'd

                      ,o o o o - o o o o o o e o o o o o o o o o o olo- - - - - - - - i - - - - " - t - - - - - - -l -o o o e o o o o o o o o o o e o o o e o o o on                      te                      tH
OOOD-O ti ODOOOOOOCOOOCCcC:C- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -t -oooeoooooooooooooooeoo elo                      lc                      e r-
 A ts e" N rv - e e" - - H - rv (N f-- " - .- .-l - H - - d -to

 e o - - - - - N - - - - - - - - - - - - - - - - - - - J  eAb co e rv Aeeoo- rv N c,} gAnQ-o co oqul w ty (v tv ty tN n e} n eS e"ece fi AF co ¢o-n-F-"

Laaz-oF-ut -D<"waa<U.v
-(ut -ZL<aY ut -ozzw<
o
- hlZJ<-Y la

AOAccco- cv
NNz=r- -W L.'
IT
=rut m
:"s-- v
aezzxiII td
z=rh esli- SJ
::
=-ut A
HZ

"; N
FF- --a-11oovv

ul

J
NL
<
P(
o
-ul
Yo
e
o
>o
-v

ze: oa-eA to "o pt eneeAAA fi eeo-F8gev 'g' tg' ".' ".' e.' coJ *' '.' '; ".' ".' '.' '.' 'i '.' x' '.' `S' '.' '.' ".' '.'

'a

Xe: oo rv to DnN-N-oOo-oooooOoout)"aX;S d' 66666 e' o' 66 e' o･ 6666 o' 666
nuv oa<
to

Ze: oe pa to en rv - rv -eoo-ooooooOoFu:U ----------------------<cra -eHoooooooeoooooooooeo"lev e
wcr

K
ro

za

 --- co tr N co o N A o "
la e'

"F-<LL .D
is 't- t"LL･ C
F y･ut e)a-h. -L]<v v<
ut -zt<="m e21=- UJ
(

c
F UIL' --)
<p/yu

z
o
=
I
¢
ct

whpe eA el ts ne eL N-- tN -Ao ") ov e rv e-" {N
-tu Qeno¢ rv H ov - r-Ocr ¢AHLt)L cr
o
q

co

so
U

J-
¢

<
"
}
tr

c
e
tu

-(
U

----------------------o- e" ncAoM to OoH pt neAeeoo t- e          "-------- rv rv rv

-48-



 サブファイル構造 SP8Sのデータベースは，入力時にサブファイル構造を指定すること

によって，部分ファイルに分割しておくことが出来る。しかし，そのためには，あらかじめ

ケースの配列が，その部分ファイルのグループ毎にまとめられていなければならない。同一一

のケースを二つの異ったサブファイルに属させることは出来ないので，一度システムファイ

ルを作成した後に，サブファイルを作成した方が便利な場合が多い。

 企業設計データ・ファイルは，サブ・ファイル構造をとってはいないが〔NOF CASES l

のかわりに  SUBFILE LIST  の宣言をすることにより，システム・ファイル中にサブ

・ファイル構造を追加することができる。この例の場合，データ・ソース別にサブ・7アイ

ルを作成しておくと便利である。何故なら先に述べたとおり，データ・ソースにより収録し

ている企業のカパレッジが異っているからである．

 サブ・ファイルの作成のためには，それぞれのサブ・ファイルに含まれるケース数が，わ

かっていなければならない。

 まず SORT CASES カードにより，ケース順を整理し，次に5UBFILE LISTで

SUBFILE を宣言する。次のように  SORT CASES カードをDATASOCE（A）とすると，

ケース順は，変数〔DATASOCE〕 の変数値の若い順になる。

   監            16

   SORT CASES     DATASOCE（A）

   SUBFILε LIST   KANTO （～ 06 C6しδ②ゐ〕 KANSA I（ 八106 C＆5eゐ1

 このプログラムにより，銀行会社要録をデータ・ソースとするサブ・ファイルKAN↑0．と，

全国諸会社役員録によるサブ・ファイル漁NSAI とを定義し，システム・ファイル中に追

加することができる。

 このサブ・ファイルKANTOから，対象とする企業を一定の属性のものに限定して縮小す

ることにより，2つのサブ・ファイルの企業の収録範囲の定義を具体的には，資本金に関す

るカバレンジを一致させることができる。このためのプログラムは，次のようである。

   l            l6

   RUN SUBFILES   （KANTO）
   去SELECT ！F     （（（KEITAI Eq 4 0R 5） AND SHIHON GE loooo）OR KEITAI

           LE 3 0R KEITAI Eq 6）

 SELECT IF カードは，1つのRUNに1回しか使用できず，しかも第1課題の前に限

らてしか置くこと できない。だから，このRUN終了時にSELECT IF 文の指示による

新しいファイルを作成する必要がない場合，または諜特別に異なる選別を行う場合，☆SELECT

lFとして，一時的な選別とせねばならない。

 また，サブ・ファイル構造ではないが，〔SELECT lF〕カードにより選別した一定条

件のデータ・ファイルを〔SAVE FILE 〕を宣言することにより，保存することができる。

 この場合次のようなプログラムにより， RUNの終わりに， KANTOという名前のファイ
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ルを作ることができる。

   1           16
   SELECT lF      DATASOCE EQ o OR Eq l

   F量LE NA凶E
   READ 「NPUT DAτA

    ● ●  ■  ■  ●  ●  ● ・  O  o

   SAVE FlLE
   FINISH

 この次のジョブで〔GE丁FILE 〕カードにより，データ・ファイルKANTOのデータを，

このシステム・ファイルから読み出すことができる。しかし，このようにして作られたデー

タ・ファイルを1つのジョブの中で，同時に複数個扱うことは，特別な場合を除いては，で

きない。たとえば，〔・SAVE F比E 〕カードにより，データ・ファイルKANTO， KANSAl

を作ったとしても，その変数値の比較等はできない。つまり，複数個のデータ・ファイルを

〔MERGE FILE 〕カードにより，1つのファイルとして取り扱うことができるのは，その

システム・ファイル中のケースが1対1の対応をなし，そのケース順が同じである場合に限

られるからである。

 サブ・ファイルを作ることの利点は，次のようなものがある。何度も同じグループ単位の

数字を使って，各種の計算，製表をする場合，いちいち〔SELECT lF〕 カード（又は

漏ELECT IF〕カード）を使って対象カードを選別するよりも，プログラムが簡単になる。

サブ・ファイルを選別するためのプログラムが長い場合，この，プログラムの簡略化の利点

は大きなものである。

   PUN SuBF置LES   （KANTO）

   管SFLECT IF     （SH1HON GE 10000 AND KEITA： 6E 2）

   静SELECT IF     （（DATASO（：E EO O OR E｛9 1） AND

              （SH1HON GE 10000 AND KヒITA！ GE 2））

 また，この  ENTSDFI KIGYO TOKEI DATA FILE   には，従ってサブ・ファイル

KANTO KA”SAlも，銀行業を含んでいない。将来更にこの部分をサブ・ファイルGINKO

として追加したり，他の適当なリスト・データによって，データ・ケースを追加したりする

場合が考えられるが，その場合のグループ間での比較等も，サブ・ファイル構造をとること

により，容易なものとなる。

                           （4．2；大井博美）
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CATEGORY

AND KANSAI

 ENTSDFI

LABEL
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    30.

    31.

    32.
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4．5 時系列データの処理例

 時系列データの入力処理例として，LTES 1ファイルの国民所得を次表に示しておく。

  LTESファイルは，一応この方式でカードから入力されている。（実際の作業は，カード

 の識別記号を含めたダミー変数もパンチしたカードでディスクファイルにすでに格納されて

 いる。）

  全体で296変数が入力されており，入力変数名は変数名リストで定義されている。ここで

使用している変数名は，西歴年の末尾の3桁の数字を示すNET変数を除いては， NIの英

文字の次に2桁の表番号の数字と表内の系列番号の2桁の数字の合計6桁の文字で示されて

いる。これが，具体的に何を示しているかは，先に皿の3節で表示してある。
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fi 6i
ACCORDING rO YOUR INPUT FORMAT, VARIABLES ARE TO BE READ AS FOLLOWS

vAR1ABLE FORMAT RECORD COLUMNS VARIABLE FORMAT RECORD COLUMNS
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NIOIOI
NTOI02
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NIOIo5
N!Ol06
NTOIo7
NIO7{1 1
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49-
>b-

-3 ",

35
t; ""

4 L)

b ,1/

='; 5

6･.

e -z

i ･7

 g.,

li'

-R
!4
3 ･`J･

3k.,

ti 2

4k
S4
60
66
 R
l6
2"
3?
40
4H
56
 7
.1 4

21

2s
35
4?
49
56
63
 R
16

24
32
40
48
56
 8
16
24
32
40
48
56
 6
1?
18
24
30
36
42
48
54
60



VARTAPLE FORMAT RECORD

NI07sl
Nr0752
N!0761
N10762
N10763
N10761,
NI0765
Nr0766
N10767
N10768
NI0769
N10770
NI0771
N10772
NI0773
N!Oaol
N1O'802
NroBo3
NTe804
N10805
NI0806
N10807
NI08o8
NIOgOl
Nrogo2
N1Og03
N1Ogo4
NI0905
N1Og06
N1Oqo7
NIOgo8
Nllnol
N!lnb2
Nllno3
NI1nn4
NlllOl
N11102
N11103
Nt11 04,
N!1105
N11106
NI1201
NI12o2
Nl1703
Nl1704
N:1205
Nr1206
NI1207
NI1708
N11209
Nl1210
N:1301
N!1302
N:1303
N11304
N11305
NI1306
Nr1801
N!1802
N!1803

F6,O
F6.0
F8.0
F8.0
F8.0
'F 8. 0

F8.0
F8,O
F8.0
F6.0
F8.0
'F 8. 0

F8.0
F8.0
F8,O
F6.0
Fb.O
F6.0
F6.0
Fb.O
F6,O
F6.1
F6.0
F6.0
F6,O
F6,O
F6.0
F6,O
F6,O
F6.0
F6.0
F5.0
F5.0
F5.0
F5.0
F6.0
F6.0
F6.0
F6,O
F6.0
F6.0
F6.1
F6,1
F6.1
F6.1
F6.1
F6.1
F6.1
F6,1
F6.1
F6.1
F5,O
F5.0
F5.0
F5,O
F5.0
FS.O
F6.0
F6,O
F6.0

13
13 "

14
14
14
14
14
14
14
14
14
14
15
15
15
15
15
15
15
15
15
15
15
16
16
16
16
16
16
16
16
16
16
16
16
17
17
17
17
17
17
17
17
17
17
17
17
18
18
18
18
18
18
18
18
i8
18
19
19
19

COLUMNS

6i- 66
61. 72
 1- 8
 9- 16
17･. 24
25- 32
33- 40
41.- 48
49- 56
57- b4
65- 72
73. 80
 1- S
 9- 16
17- 24
2S- 30
31- 36
37- 42
43- 48
49-' S4
55- 60
61- 66
6r- 72
 1- 6
 7- 12
i3- IS
19- 24
25- 30
31- 36
37- 42
43- 48
49- 53
b4- 58
59- 63
64- 68
 1- 6
 7. 12
13- 18
19- 24
25- 30
31- 36
37- 42
43- 48
49- S4
55- 60
61- 66
61- 72
 1. 6
 7. 12
13- 18
19- 24
25- 29
30e 34
35- 39
40e 44
45. 49
50e 54
 1. 6
 7. 12
13e 18

VAR1ABLE

Nr1804
NT1805
N:18o6
NI1807
Nllgol
N!lgo2
Nrlg03
NT1qo4
N1lg05
Nllgo6
NIIg07
N1lg08
Nrlgo9
Nl1910
NIIgll
Ni2nol
Nl2no2
Nr2no3
NT2101
N12102
N12103
Nr2104
NI21o5
NI2106
N121o7
NI2108
N12109
Nr2110
NI2111
Nl2112
N:2113
NI2114
NI2115
NI2116
NI2117'
N12118
Nl2119
N12120
Nr2121
N!2t22
Nr2123
Nr2124
NI2125
N12126
Ni21?7
N12128
NI21?9
N12130
N127ol
N12202
N12203
NI27031
Nl2po4
N127o5
N12po6
N12?o61
Nr2?o7
NI2po8
NT27o9
Nl2710
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FORMAT

F

F
F

F
F

F

F

F
F
F

F
F

F

F

F
F

F

F

F
F
F

F
F

F

F

F

F
F-

F

F

F

F

F
F

F
F

F
F

F

F

F

F

F
F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F
F

F

F

F

6,
6,
6.
6.
8.
8.
8.
8.
8.
8.
8.
8.
8.
8.
8.
5.
5.
5.
5.
5,
5.
s.
5.
5.
5.
5,
5.
5,
s.
5.
5.
5.
5.
5.
5.
s.
5,
5,
5.
5.
5.
5.
5.
5,
5.
5,
s.
s.
5,
5,
5.
s.
5.
5.
5.
5.
5.
5.
S,
5,

o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o

o
o

o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o

o
o
o

o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o

o
o
o
o
o
o
o
o
o

o
o
o

o
o

o
()

o
c
o

RECORD

19
19
19
19
19
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
21
21
21
21
21
21
21
-21

21
21
21
21
21
21
21
21
22
22
22
22
22
22
22
22
22
22
22
22
22
22
22
22
23
?3
23
?3
23
23
23
23
23
23
23
23
23

COLUMNS

19.
25-
31-
37-
43-
 1-
 9-
17-
25-･

33-
41-
49-
57-
65-
73-
 1-
 6-
11'-

16-
21-
26-
31 -･

36-
41.
46.
Sl-
56-
6i.
66-
71-
76-
 1-
 6-
11-
16-
21-
26-
31-
36-
41-
46-
51-
56.
61･-

66-
71-
76-
 1-
 6-
11-
16-
21-
26-
31-
36-
41-
46-
51-
5b-
61-

24
30
36
42
50
 g
16
24
32
40
48
56
64
72
80
 5
10
15
20
25
30
35
40
45
50
55
60
65
70
75
80
 5
'1 O

15
20
25
30
35
40
45
50
55
60
6S
70
75
80
 5
10
15
20
2S
30
35
40
45
50
55
60
65



vARrABLE

N12?11
NI2p12
NI23ol
NI23o2
NI23o3
NI2Ao4
NI23o5.
NI24al
NI24o2
NT24o3
NI24c4
NI24o5
N124o6
N124o7
Nl?4o8
NI2sol
N12so2
Nr2so3
NI2so4
Nr2so5
NI2so6
NT2so7
NI26ol
NT76 r)7

Nr26o3
N126o4
NI27ol
Nr27o2
NI27o3
N!28ol
NI2so2
NI2Re3
NI2Ro4
N12Bo5
NI28o6
N12Re7
N12so8
NE2so9
N12AIO
Ni2 q. nl

N12go2
bg I2go3

N!2go4
N12go5
N12go6
NI3nol
NI3no2
N13oo3
N13nn4
Nl3(io5
NI3on6
Nl3on7
N13nc8
N13en9
NI3olO
NI3011

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F
p

F

F

F

F

F

F
F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F
F
F

FORMAT

 5, O
 5, O
 6, O
 6, O
 6. 0
 6. 0
 6. 0
 6. 0
 6. U
 6. 0
 6, O
 6, o
 6. 0
 6, O
 6, O
 6, L.)

 6. 0
 6, O
 6. 0
 6. 0
 6. 0
 6. 0
 s. o
 5, O
 5, O
 5, O
 5. o
 5. 0
 5. 0
 5. 0
 5. 0
 5. 0
 5. Q
 s. o
 5. o
 5. 0
 5, o
 5. 0
 5. 0
 b, O
 s. o
 5. 0
 b, O
 5, O
 5. 0
 6, 1
 6. 1
 6. 1
 6. 1
 6. 1
 6. 1
 6. 1
 6. 1
 6. 1
 6. 1
 6. 1

RECC)RD

23
23
24
?4
24
24
24
24
24
24
24
24
24
24
24
25
25
25
25
25
25
25
25
25
25
25
25
26
26
26
26
26
?6
26
26
26
26
26
26
26
26
?b
26
?7
27
27
27
27
27
27
27
27
27
27
27
27

COLUMNS

6b- 70
71-･ 75
 1- 6
 7- IP
13- IA
19- 24
25-- 30
31- 36
37- 42
4j- 48
49- 54
55･- 6o
61- 66
61- 72
73- 78
 1- 6
 7- 12
13- IR
19･- 24
25- 30
31- 36
37- 42
43- 47
48- 52
53- 57
58- 62
63- 67
 1- 5
 6- 10
11- 15
16- 20
2!- 25
26- -IO
31- 35
36-･ 40
41- 45
46- 50
S!- 55
b6- 6o
61･- 65
66- 70
71- 75
76- Be
 1- 5
 6- 10
11-- i6
17- 22
23- 28
29- 34
3S- 40
41- 46
47- 52
53-- 58
S9- 64
65- 70
71- 76

-57-





V 共同利用データ・ファイルの作成実験

5． 1 共同利用データベースの種類

 統計データ・パンクとしては，完全にデータベースを共有して，オン・ラインでどのデー

 タ要素であっても引き出せるという形に組織する必要はない。丁度図書館で，貴重書書庫・

一画書庫・開架閲覧室兼用書庫という形で物理的な蓄積形態・保管形態が異っているの

 と同様で，データ・ファイルの内容によっては，その蓄積形態は多様であって構わない。具

体的には，a）パンチ・カードだけではなく，磁気テープ，磁気ディスクといった形で，外

部補助記憶装置用媒体で提供するという形と，b）共同利用のデータ・ファイルとして計算

 センターの網にのせることの両方が考えられる。

  b）の場合も現状での最も実現可能な形態は，国立大学の共同利用施設としての大型計算

機センターの利用である。この場合は，日本全国が，北海道大学・東北大学・東京大学・名

古屋大学・大阪大学・京都大学・九州大学をホストとして地域分割され，・各データ・ステー

ションとしての端末機器がその地域の大学または大学内の研究室に置かれている。一橋大学

 の場合は東京大学大型計算機センターの端末として，FACOM230－25が産業経営研究施設

に置れている。この大型計算機センター相互を結ぶシステムとしては，東大と京大とのネッ

 ト・ワーク化が進行している段階である。従って現状では，この大型計算機センター相互間

の連絡はa）の形態で行われることになる。尚，これらの大型計算機センターに準ずる取扱

が可能なものが，筑波大・広島大の計算機センターである。

 この共同利用の大型計算機センターを使用するには，それぞれの計算機の機種の違いによ

る制約の他に，それぞれの計算機の効率的運用のために課せられた，運用上の制約がある。

したがって，これらの大型計算機センターのなかに，オン・ライン形式でデータ・パンクを

設置するには，難しい条件がある。

 原則として国公立私立大学の研究者が，大型計算機センターに，利用申請をして，その利

用者は研究課題毎に課題番号（1年毎に更新される）を得て，その課題番号をキーにして，

センターの利用時間内に適宜利用し，その計算に要した費用は一定の方式で計算されて，そ

れぞれの大学の工費，科学研究費等で支払われることになる。（私費による使用は認められ

ていない）。この不特定多数の利用者の随時に発生する仕事を効率的に処理するために，ジ

。ブの種類分けを行っている。ジ。ブの種類分けは，中央処理装置（CPU）を占有する記憶

容量の大きさ（コア・サイズ）と，その使用時間で分けられており，その他に，磁気テープ

を使用する仕事等が別種のジ。ブになっている。
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 データ・パンクのデータを最も短時間で引き出して利用するという点から考えると，最も

効率的な使用方法は，補助記憶装置としての磁気ディスクのなかにデータを常駐させておい

て，計算実行作業のたびに主記憶装置のワーク・エリア（作業領域）に呼び出す方式である。

しかし，これは，データ・パンクの利用者が，この計算センターの利用者とほぼ完全に一致

しており，しかもデータ・バンクのなかのデータベースのどの部分が使用されるかについて

は，ランダムであるという条件が必要であるQこの条件の満されないデータ・パンクのデー

タベースをディスク・ファイルのなかに常駐させることは，全体として，計算機の利用効率

を著しく下げることになる。

 このため，どの大型計算機センターでも，現在のディスクの保有量では，その1人当りの

使用量に制限をもうけているのが現状である。したがって，これらの諸センターにb）の形

で，ディスクのなかの一一定容量を占有して，データベースを置くことは難しい。仮りに可能

な程度の小規模のデータベースであったとしても，そのディスク・ファイル（以下ファイル

と呼ぶ）の使用料が科学研究費で負担されることになっているならば，年度の替り目でファ

イルの内容は消去されるので，年度を越えてデータ・ファイルの内容を維持しようとすれば，

いわゆる校讐・研究所経費等で課金を支払う方式でなければならない。第2の問題は，共用

ファイルにデータを登録するのは，課題申請を行なえる有資格者に限定されており，それは

課題単位ではなく研究者単位であり，その使用しうるファイルの容量はi人の研究者で最大

大型計算機センターの場合で550KB迄である。従って，大規模なデータ・ファイルを使用

しようとするのには限界がある。（550KBは1978年4月1日よりで，それ迄は504KB

である。なおディスクの拡大に伴って特別申請で2200KBまで拡張しうる）

 これらの諸点を回避するのは，データ・ライブラリーに登録しておくことである。この場

合は，ファイルの使用量は，そのデータを呼び出して使用した者に請求されるので，第1の

問題は発生しない。また，第2のファイルの大きさの制約は個人用ファイルとは異っている。

 ただ逆に，データ・ライブラリーは，公共的共同利用を前提として，ファイルという資源

の効率的利用を目的としているのであって，共同利用されないデータについては消去されるQ

そのための使用同数が，ファイルの容量との関係で決められている。それだけの潜在的利用

者が常時確保出来ないのであれば，データ・ライブラリーに登録することは難しい。

 したがって，（a）の方式が現状では利用範囲が広いといえる。特に磁気テープによるデータ

ベースの遠隔地への配送は手軽に行える方法として活用出来る。この場合には，磁気テープ

密度（最近の国産機は1600bpi，9トラック方式が一般化されたが一部ではまだ7トラッ

クのものが使用されている），ファイルの記録様式の違い（EBCDIC内部コード等の種類）

といった技術的な問題がある。

 この平な状況を考慮に入れて，これ迄，次の実験的作業を行ってきたQ

 l）東京大大型計算センターのデータ・ライブラリーに登録，使用実験Q
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 2）磁気テープによる北海道大学大型計算センターにデータに，データを配送使用実験。

 この場合に問題になるのは，データをFORTRANの書式で入力し（カード・イメージ）デ

ィスクに保存し，他の入力書式等のドキュメンテーションはすべて，他の文書に依存すると

いう方式と，これらのドキュメンテーションを含めたシステム・ファイルとして作成する，

例えばSPSSシステム・ファイル方式とでは，配送方式が異ってくる。

 ここで実験したのは，1）カード・イメージでディスクに保存して呼び出す方式，2）

SPSSのシステム・ファイルで東京大学大型計算：機センターのデータ・ライブラリーに保存

して呼び出す方式，3）異種機種間のSPSSシステム・ファイルの配送方式の三種類である。

 以下，これらの実験結果を基礎にして，このシステム・ファイルの使用方法について解説

する。

5．2 データ・ライブラリー・ディスク・ファイルの利用

 1．東大大型計算機を利用のための準備

   東京大学大型計算機センターの計算機（HITAC8800・8700）を利用するための概要

  を示す。OS7で動く他機種の場合でもほぼ同様に行うことができる。

 計算機の利用のための登録 まず計算機を利用するにあたり，支払責任者登録申請書と計

 算機利用申請書をセンターに提出しなければならない。申請の際に，申請者によってパス

  ワード（機密保持のための暗号で，8字以内の英数字及びカナ文字）と予算額が同時に登

 録され，センターから課題番号（lo桁の数字）が与えられる。次に，比較的大きなディス

  ク・ファイルを確保しておくには，前述の様にデータ・ライブラリ・ワァイルの登録をす

  る。これは，同一のファイルを多くの人が利用する場合に有効なディスク・ファイルの利

  用法である。センター利用者ならば，誰でも申請によって確保することができるQこのフ

  ァイルにはデータだけではなく，ソース・ファイルやオブジ三クト・ファイル等を入れて

 利用もできる。課金は，ファイルを使用する人が使用するたびに支払い，ファイルの大き

  さや，期間に関係はない今回の実験に使用した企業統計ファイルと長期経済統計ファイル

  の一部も，このデータ・ライブラリ・ファイル内におさめられている。

 利用負担金 利用負担金は次の算式による。

でCo2ηpu亡er charge♪＝a’b★でCPσTノ＋c★r乙Pノ＋dオrCPノ＋e★rET■MEノ＋f★rF∫乙ET♪

a＝￥エ00．

b＝￥7／seσ． rCPσT3ごPひhme切5eσoηの

＝￥3／5eσ， r工f CPσT  15π｝1τ～ゴ亡es； for 亡1〕e 亡1π1e over エ5 1ηゴη」

σ＝￥3／5hee亡rLP・＃・f L加e Pr血亡er 5hee亡sノ．

d＝￥エ／σard rCP3 σard5 Pロησhedノ
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         e置0 ・rE7■〃E3 Eエapsed虫加e加seσσηds♪

         f＝￥0。002／κB6．μ  でF■L皿3・τρtaエ tゴ加e used for persoηaユ f1．Zeノ

  また，データ・．ライブラリ・ファイル利用は，
             ’
 ‘Coπ！puter σharge♪量9★‘DF■LE／

          9＝￥20／fゴ．ZerPF■LE8 窪 of fゴエe for da亡a ユゴわrarg／

  SPSSを使用す否には， TSSは利用できず，バッチ処理しか出来ない。大型計算機セン

ターでρセル7サ「財入出力処理を行うオープ．ソバ廷の糊・又は・データ．’ステー

シ・ンでの．リ租トノミ・チステーシヨγの利用・直接㌣．ター師かれないときのク匹

 ドパッチ処理等がある。

利用方法の詳細は，東京大学大型計算機センター『利用の手引き』を参照のこと。

2．制御カードのつけ方注1）

制御カードの作り方 第1，第2コラムには／／とパンチする。第3～71コラムには自由

 形式（単語と単語の間に適当なスペースを置いてよい）でコマンドをパンチする。第72コ

 ラムはコマンドの継続行の指示用で，カードが2枚以上にわたるときは空白以外の任意の

字をパンチする。第73～80カラムは無視されるので，何をパンチしてもかまわない。

 ジョブ形式 一般にひとつのジョブ（計算機で1回データを処理するために走らせること）

は，〃JOBで始まり，〃ENDで終る。
    ／／」OB  ．．．．．

    ／／DTF  ．．．．．

    ／／SPSS

      P初9肱加mc吻SPSS

    〃END

 JOBカードの作り方（最も簡単な作り方）

／臓㌍諾’こ讐鵡轡定
1）ユーザ名

2）課題番号

3）パスワード

4）ジョブクラス

5）トークン出力目印

英字で始まる8文字以内の英数字の文字列。区切りのため後に

：（コロン）をつける。

登録ずみの10桁の課題番号。

登録ずみの8文字以内の英数字列。カナ文字を含めてもよい。

SPSSの利用の場合はAクラスは不可。 B叉はCクラスを利用注2．

出力をトークンカードによりセンターのオープン出力より取出

したい人はTとする。

注1） 『東大大型計算機センタ・ニュース』の関連記事は巻末の参照文献で一括して示してある。
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DTFカードの作り方

 データ・ファイルに関連して用いられるDTF交はほぼ下記のようになる。

／／FえZ¢ ～αmc：DTF FNAP4E・＝F魂¢ 1～¢αZ  ～αη1¢

          FCB＝（RECH醜＝厨RECL昌R¢co尾d Lゆ・

             BLKSIZE冒㏄OC轟z L¢毘≦〕肋｝
          SPACE＝（TRK，，（A朔OL↓ンL宅る R2．qαえノ乙e，d｝），

          DIS匪｛lil｝

          FORG胃S

 DTF文は（1）ファイル定義名とファイル実体名を結びつける・（｝Dファイルの性質を

システムに通知する，（liDファイルの取扱いを指定する・などがあげられる。 SPSS内で

ファイルを使用する文（GET FILE・SAVE FILE，WRITE CASE等）がある場合に

はDTF文が必要となる。例えば，

 （D企業データファイルの読出し

   ／／FTo3Foo1：DTF FNAME＝（堵637242308砺．sTATBAsE）

   GE丁 FILE EN丁SDF1

        ●  o  ．

 GD長期経済統計データファイルの読出し

   ／／FTo3Foo1：DTF FNA夙E＝（堵637242308へ）

   GET FU＿E LTES1

注2） ジョブ・クラス

 性   格

GPU 時 間

・モ・制限

主 記 憶 枠

工 力 頁 数

出 力 行 数

出 力 カー ド

A B C

小型ジョブ

 10秒

 60KW

 6GKW

 34KW

 40枚

2400行

 な  し

中型ジョブ

  1分

 160KW

 320KW

 60KW

 lOO枚

6000行

 500枚

大型ジョブ

  ！0分

 160KW

 320KW

  80KW

 300枚

18000行

 3000枚

注3） 〔］はオペラントの省略形です。
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  その他のDTF文の使用方法については，次節「OS7のファイル処理に関するDTF

 コマンド」を参照のこと。

 SPSSパッケージ・プログラムの呼出し
    SPSS

    ／1SPSS VER3V6

     父は．

    ！！SPSS ，V6

  このカードにより，SPSSのパッケージプログラムが呼出される。現在第6版（V6と

指定）が稼動中であるので，第5版よりも機能の大きい第6版の使用が便利である。

E凹Dカードの作り方 次の様にすればよい。

   〃END

3．OS7のファイル処理に関するDTFコマンド

カードのみでファイルを利用しない場合 カードによりコントロール・カードとデータ・

 カードを作成し，出来上ったファイルを保存しない場合。

      ！！去索去表★★：JOB。・●●‘．．注4）

      ／／SPSS VER3V6      注5）

      RUN NA卜亀E        εXAMPLε

           Co廠oZZ C畝d：る 60九SPSS P左σ9んωηme

      FINlSH

      〃END

システムファイルの作成（SAVE FJLE） ファイル定義名はFTo4Foo1 で次の様

になる。

 （D磁気テ．一プの場合

      ／／MTJOB＝JOB ．．．
         一            ①         ②
      ／／FTo4Foo1：D↑F FN＝5Y5TE〃F，VOL＝SER＝エ・012エ，DEV寓卜亀T，

                FO。S，DISP。NEW，しAVEL。（、，。。曾

FCB＝（RECF卜4・＝vB，RECL＝2008，BしKSIZE＝2012）

／／SPSS VER霧V6

         Co蹴oZZ cαノ協5 60々． SPSSα雇（fα毎えπPαノ亡

     SAVE FILE

     F田lSH

     〃END

注・1）   の部分は利用者が適当にっける。（省略不可）

注5）以Fの使用例にでてくるu はすべて空白を意味する。
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1

！／鑑IJ6B：」OB ．．．

             ①＿      ②
！「TOノこrOO笠：D了「L．「旨＝SYSTE瞬F，VOL二3ER＝TOコ2窪．． CDEV・＝糾Tヘ

         一               ③
        FO＝S，DISP竃NEW，LAVEL＝（4，SL），

        FCB・＝（RECF門・＝VB，RECL＝2008，51」くSl二こ＝2C｛2）

／．！SPSS VER＝V6

72

τ－AVE FIしE

．｝！i＄il

Co廠oZZ cαノ乙dし5 60ノ乙 SPSS （疋夕1d dα加 ’乙ηραえ：

  ノ／El毒

①    部①は磁気テープ上に作成されるファイル名称を指定する。

②    部②はVSN（ボリューム通し番号）の指定をするQ

③    部③はファイル順席番号とファイルの属性を指定する。

④ 残りの部分はこのままで使用する。

jDディスクの場合
 1                                               72

 ／／DISKJOB：JOB…

               ① ，
 ／／FTO4FOO1：DTF：＿＿FN＝SYSTEMF，FO＝S，Dl13P＝NEW，               ★

          SPACE。（TRK，，（1。，5），飛しSE乳    ・

          FCB＝（RECF凹＝VB，RECL＝2008，BLKSlZE＝2012）

 ／／SPSS VER＝V6

SAVE FILE

FINlSH

Coηズ九〇麗 cαノ乙dゐ 60ノ乙 SPSS α処d dα加 ・｛，πρ〔↓オ

 〃END

①    部①はディスク上に作成されるファイル名称を指定する。

②    部②はディスク・ファイルに与えるディスク・ボリューム上の領域を指定す

 る。TRKは要求量および増分量の単位がトラックであることを示し，（10，5）は，

 始めに10トラック（1トラックはllKバイト）の領域を与え，もし領域が不足したら

 1トラックつつ最高15回まで領域を広げることを示し，RLSEはファイル作成後，未

 使用領域を解放することを指示する。東大大型センターでは，利用者自身がデータ保

 管等のために使用するファイル（恒久ファナル）は前述のように1人あたり550KB

 までに制限されている。それ以上の大きなファイルを作成したい場合はデータ・ライ

 ブラリの登録が必要である。
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③ FCBの補助パラメータは上記のとおり記入しなければならないQただしSAVE

 ARCHIVEで500変数以上のシステム・ファイルを作成する時はrRECFM二Vj

 とする。

システム・ファイルからの入カー

G）磁気テープの場合（GET FlLE’）

                                、72

    ！／凹TJOB：JOB …

                 ①   ＿
    ／／FTO3FOOI：DTF FN＝SYSTE桝F，DlSP＝OLD，DEV；MT，        ☆

                   ②      ③
             VOL・SER・TOI21，LAVEL・」眺L

    ！／SPSS VER昌V6

GET FILE

FI閥ISH

EXA鱈PLE

Coル枕。就 cα奴ム5 60九 SPSS α雇 伽’乙雌ρ【ん℃

〃END

① 一部①は磁気テープ上に作成されるファイル名称を指定する。

② 鞘部②はVSN（ボリュー春通し番号）の指定をする。

③ w部③はファイル順序番号とファイルの属性を指定する。

（iDディスクの場合

    ／／DISKJOB：JOB ’．’．．

                 ①   ＿
    ／／F丁03FOOi：DTF FN3SYSTEP4F，DlSP＝OLD

    ／／SPSS VER3V6

GET FILE

FI川SH

EXAMPしE

Co廠oZZ cα堀る 60ノ【SPS≦1α雇 dα加えπP㏄宅

〃END

① 一～一部①はディスク上に作成されるファイル名称を指定する。
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Gの企業統計データ・ファイル利用の場合

     ／／DlSKJOB：JOB ● ● ●

      一～一ρ
     ／／FTO3FOOIゴDTF FN＝（堵6372423084．STA’TBASE），DlsP騙oLD

     ／／SPSS VER＝V6

GET FlしE

  ：

  ●

FlNlSH

ENTSDFI
Coル亡κo就。α九dム 60ノ乙SPSS

ωtd 4α加加ρω亡

     〃END

① DTF文中のFN（ファイル実体名）以下に示された部分が，この場合は企業統

 計データ・ファイルの入っているデータ・ライブづりを示している。

OV）長期経済統計データ・ファイル利用の場合

     ／／DISKJOB：JOB ． ● ●

      一
     ／／F↑03FOOI：DTF FN＝（堵6372423084．LTES），DlSP＝OLD

     ／／SPSS VER＝V6

・GET FILE

   ：

   ，

FlNlSH

LTESl
CoケレOtoZZ cαノ㏄己る 60ノ乙 SPSS

α死dd伽え匹Pω亡

      〃END

（V）マージ・ファイルの場合

     ／／髭ERGE：JOB ● ● ・

     ／／FTO3FOOつ：DTF FN＝ ● ・ ・

     ／／FTO3FOO2：DTF FN＝ ・ ● ．

       ：

     ／／FTイ1FOO1：DTF SPACE＝（TRK，，（20，イ0）），FOR3＝S，【）ISEI7賢E㌧．「，

              FCB＝（RECFr4＝V，RECL＝2008，DLKSIZ［：＝・2（）42）

     ・・’rT12F。。｛：DTF SPACE・（TRK・・（20・4G））・F6R。・S・貸ISP・llξ）l

              FCB＝（RECF’・t二V，RECL＝＝2008，DLKSIZE＝20づ2）
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／／SPSS VER＝V6

『4ERGE FILE

臼NlSH

FlしE＝

Co畷九〇ZZ （賜5 60左， SPSS

ωufdω肱え雛ρuえ

     〃END

① ファイル定義名は第1ファイルは ．FTo3Foo 1・第；2ファイルは FTo3Foo2 ・

 ・・…一第5ファイルは FTo3Foo5 となり，この中で，データライブラリを入力

  ファイルとして必要とするならば，ファイル実体名（FN二以下に書く）に3），4）

 の例と同様に書くことができる。またこの時，ワーク・ファイルとしてFTIlFool

   と FT12Foo 1が必要となる。

（vi）その他でファイルを使用する場合

  コントロールカードがファイルになっている場合，データをファイルから入出力す

る場合，アーカイブ・ファイルの入力および作成の場合，作業用ファイルを使用する

計算等の目的でファイルを使用する場合はr東京大学計算機センター・ニュース』9

巻1号を参照のこと。

                         （5．2：有 田 富美子）

5．5．異種計算機作成ファイルの互換性

（1）SPSSシステム・ファイルの形で作り出されたデータベースを，移送して利用するた

  めには，異種計算機器のシステム・ファイルの互換性が確保されなければならない。

   SPSSのシステム・ファイルは，システムの一部，特にデータ・ファイル作成の一部

  分がアセンブラで書かれており，そのため作成した機種に依存している。作成されたデ

  ータ・ファイルは一般に他機種では，読むことはできない。現在OS7で直接入力するこ

  とのできる機種はIBM 360／370， FACOM M一一190 （Mシリーズ全て）HITAC8000

  シリーズ〔EDOS， EDOS－MSO）である。一部変更（GET〕FILEカードを変更）

  することにより入力できる機種にFACOM 230－60／75がある。ミニSPSS（SPSSG）

  はより小型の計算：機でも使用出来るし，こういつたOS7で直接入力するのでない。これ

  以外の機種で作成されたシステム・ファイルは，そのままではOS 7では入力すること

  ができない。WRITE FILEINFOとWRITE CASES命令によりカード等の媒体

  に変換しなければならない。

   各機種のJCLの対照表をr東大大型計算機センターニュース』から再録して，示して
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おく（関係のある部分のみ）。

JCL 対照表

OS 7 IBM360／370，M FACOM230－60／75

DTFCα雇 DDCα九d FDcα九d

圃A凹E

D lSP

圃A凹E
DlSP

｝

 FILE＝（disp， fname）
」

圃ICE UNlT U附T

圃EL LABEL FLADD  Pαノし雌⊆ノ るu，bる伽オ¢d

VOL

SER

VOL

 SER

VOL軍（SPEL， sen number）

FCB DCB

BLKSlZE

RECL

REC附

BLKSlZE

LRECL

REC阻

国RG DCB

 DSORG

κo属目cdえπSPSSる9脱㎝6葛¢

OS7で他機種で作成されたファイルを入力する場合は， rFN＝」で定義するファイル実

体名の頭に「＊」を付加し，FCB補助パラメータを定義すること。

 これ迄の所，東大大型計算機センターのHITAC8000のOS 7を使用してのシステム・

ファイルを作成して，それをFACOM系の大型計算機センター（北海道大学大型計算機セ

ンター）で利用をする実験を行った。ただ，これ迄，他の機種で作成したSPSSシステム

・ファイルをHITAC80000で使用した経験はないので，（2｝以下OS7に移す場合について

は，r東大大型計算機センターニューそ』89巻6号より若干の字句の修正のうえ転載する。

（2）他機種よりOS7へ

IBM560／370，MシリーズよリOS7に移す場合

  〃  JOB
  ／！］EXEC］SPSS
  ／／FTo4Fool DD DSN＝SYSTE卜4F，DISP＝NEW，UNIT＝OPNMT，
  ／／            VOL＝SER＝T（gooo1，LABEL＝（1，SL），

  ／／            DCB＝（RECFM＝VBS，LRECL＝2008，BLKSiZE＝2012

  ／／SYSlN］DDL8去

  RUN NA例E

   ’●●                    Co廠ozZ cαんdる 60ノし SPSS αン吋 dα加 え陞ραノ亡

  SAVE F暫しE
  FINlSH
  〃

 上記の例は京都大学大型計算機センターでシステム・ファイルを作成する場合である。
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DCB補助パラメータは省略されると上記の数値等が仮定される。このシステム・ファ

イルをOS 7で入力するには，次のようになる。

   1                                         ’          72

   〃XXXX：JOB。。．．①
   ！！FTo3Foo1：DTF FN＝去ミ蝋， D盲SP＝OLD，DEV＝nT，                  ノ

         VOし量SER＝τgooo1，LABEL3（1，SL），FCB昌3（RECF鱈＝V，         ！

         REC： 200醸IZE雷2012）
   ！／SPSS ，V6

   RUN NA旺
   GET FILE

   …    C。伽撹ω協1。バPSSωぬ血拡え顧

   FIN量SH
   〃END

 ここでFCB補助パラメータはDCB補助パラメータを写す。ただしOS7ではRECFM

にVBSがないのでVB以外を指定するとVBSと仮定するようにしてある（VB以外であ

れば何を指定してもよいが，他の補助パラメータと矛盾しないこと）。またファイル実

体名の頭に「・」を付ける（①参照）。

FACM250－60／75よリOS7に移す場合

 FACOM230－60／75で作成されたシステム・ファイルは，データの内部コードが異

なるため直接入力できない。このためGET TRANSLATE命令を追加した。

                  

   GE…SLATE「NPUTて1：1隣！1

           臼LE雷～鯉・61るオFえZ¢・VARIABLES＝ALL   ／

          ［FILE・～㎝c・62・d F’α¢，VARIABLES・＿＿！．．＿．］

 命令語およびrINPUT二」の項を除けば， GET ARCHIVE命令と同じである。

FILE・に続いて入力システム・ファイル名を書き，次にVARIABLES；に続いてこ

のRUNで使用する変数名を書く（ALLも可）。システム・ファイルの変換作業中にシ

ステム・ファイル中に存在するPRINT FORMATSの情報を使用しているので，ファ

イル中のPRINT FORMATSの情報が完全でないと，変換作業は正確に行なわれない

こと、になる。また処理方法は，GET ARCHIVE命令と同じであるためFTnFOO1，

FTI2FOOIで定義されるワーク・ファイルが必要である。この時の入力ファイルの定
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義名は，第1ファイルがINSYSF第2ファイルが8NSYSF2…・第5ファイルが

lNSYSF5（FACOM230－60／75と同じにしてある）である。
   】           16

   ￥NO

   ￥KJOB
   ￥RUNL I B SPSS，YOBI，PARA鱈＝XX
   RUN NAP4E

    ●  ・  ●

    ○  ●  ●

    o  ・  ●

   SAVE FlLE      TEST

   FINISH
   ￥FD OUTSYSF，FILE （NEW，SYSTE凹F），UN 8T3TRKg，VOI＿ （SPEC，Tgooo1）

   ￥JEND

 このシステム・ファイルを入力する場合。

1

／！XXXXX：JOB．．．

ノ／INSYSF：DTF FN＝去SYSTEMF，DISP＝・OLD，DEV3M↑，
               VOL菖SER＝Tgooo1，LABEL＝（1，SL），FCB讐（RECFM＝F，

     RECL零2259，BLKSlZE＝2259）
ノ／FTIlFoo1；DTF SPACE＝CYL，，（1，2），RLSE），FCB＝（RECF呂3V，

／／SPSS ，V6

RUN NA旺
GE丁 τRANSしATε  lNPUT＝FACO撹230，75／

        F聾しE＝TEST，VARIABLES＝ALL！

 ●  ●  ●

 コ  ロ  の

FlNlSH

〃餅D

／

！

／

RECL蕾2008，BLKSlZE＝2012），OPT＝ABS

  lNSYSF  FTIIFQol FTI2001のFCBの補助パラメータは，上記の例のとおり写

 すこと。GET TRANSLATEカードは， GET FILE又は， GET ARCHIVEカー

 ドの位置に置き，このカード以降は通常の処理をすることができる。この中にLIST

 ARCHIVE， SAVE ARCHIVE命令を含めることができる。この処理：ナログラムの内，

 実数形の変数を変換するルーチンは，京都大学工学部電気工学科の橋本弘蔵氏の作にな

 る。

．3｝FACOM版SPSSを利用する場合には， IBM互換性を基本的設計思想とした， HIT

 AC（OS 7）とFACOM－Mとの間では，システム・ファイルの移管は，それ程問題は

 ない。以下では，OS7で作られたファイルを， Mシリーズに移す場合と，それ以前の

 230シリーズに移す場合とを検討する。
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（DOS7より京大大型計算機（FACOM－M－190）へ移す場合。

例

    1

    〃Fy胆四r－1｝B
     、へ’ へ「’、．ド「“｝

    ／／FTo4Fool：DTF FN＝7哩～T－FCB＝（RECFr4＝v5，RECし＝2008，
              、u蝸．A

             BしKSIZE＝2012），DISP＝1」EW，しABEL，馴（1，Sし），DEV＝4¶了，

             VOし・＝SER＝・T90001

    ／／SFSS、 VER＝V6

τ72，

☆

／／臼ID

上記はOS7でシステム・ファイルを作成する場合である。

   ／／EXAI・査PしE JOB

   ／／ Eノ（E〔： SP～S                           注6）

   ”FT。3F・・1 D脇SN・澱しDISP・SHR，LABEL一（1，SUN），

             OPN鱈T   ．ノ／     uN｝T＝1
             CLS候T・VOL＝SER＝Tg…i，DCB一（RECF牌B，

   ／／        LRECL＝2008，BLKSIZE謬2012）’

   ／／SYSiN D9 ＝’ζ
       ．’    ．」

  〃

  東大でシステム・ファイル作成時にFCB補助パラメータのRECFMでVB以外を指

定した場合はDCB補助パラメータは省略できない。この時， DCB補助パラメータの

 RECFMはVBSとすること。

Ui）OS 7より北大大型計算機（FACOM一．．230一一75）へ移す場合

  この場合はM…190とOS7の変換のようにそのまま移すわけにはいかないので，カ

ード媒体によるか，磁気テープを使用するとしても，SPSSのプログラムとデータを

注6）｛｝で囲まれた部分はそのうちどれかを選択して指定する。

  E〕で囲まれた部分は省略することができる。
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別途に作成して編集しなおさなければならない。

 ここではデータの部分は磁気テープに書きプログラムはカードを使用する場合の例

である。

   1
例
   ！ノ「》イA卜4Pl F，、」OB

   ／／FTogFoo1：DTF FN＝TEST，DEV＝卜4T，DlSP＝NEW，FORG＝S，

           FCB＝（RECR4＝F，RECし冒80，BしKSlZE臨80），

           VOL＝SER＝TgoooI，LABEL＝（・1，SL）

   ／／SPSS VER＝V6

Co雇九〇鍵 cαノしdし5 60ノ乙 SIPSS αηd d妨口【えπρuズ：

WRITE CASES

  ／／END

OS7でWRITE CASES文により，データをMTに書き出す。

  ￥樋G

  XUSER

  茎SPSS

け4PUT ’4EDiUM   TAPE

READ ㍑’PUT DATA

CoルOto麗 cαノ磁5 60ノ乙 SPSS

ω1dd磁加Pω℃

       ￥FD Fo4，F！しE＝（OLD，TEST），UN lT＝樋TO，VOL＝（SPEC，Tgooo1），DE：V⊃・＝T∫，

       ￥JEトの

     この場合，OS 7で作成されたデータを，北大（230－75）で読むためのプログラ

    ムが必要である。プログラムも磁気テープに格納する方法もある。これについては，

    参考文献を参照されたい。

                             （5．5有 田 富美子）

5．4 計算機ネット・ワーク編成のあり方について

  これ迄行って来たしTESデータベースの共同利用ファイルへの入力実験と比較して，より

大規模の共同利用ファイル利用実験としては，化学の分野でのTOOL一一IRシステムがある。
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 このシステムは，昭和49年8月のCAS，XDC検索プログラムの第1次公開に始まり，昭和

50年7月には東京大学大型計算機センターの全利用者に対して公開されるようになった。こ

れは，文部省科学研究費特定研究「情報システムの形成過程と学術情報の組織化」の一一環と

して山本毅雄研究代表者「大規模学術情報検索システムの構成及び運営に関する研究」（C

－2班）によって行われ，ほぼ実用段階に達しているとみなされている。

 TOOL－IRの利用者数は，1977年4月一10月間で，全国で約285名になっている。化学

分野の各大学での潜在利用者の数からいって，この利用者数はかならずしも多いものではな

い。これから判断すると，LTESデータベースを恒久的にディスク・ベースで・ 公開利用

を行っても，データ・ライブラリーの基準利用者回数を満すことが出来るとは，現在の段階

では想像出来ない。したがって，何等か別箇の方式を検討する必要がある。

 またTOOL－IRにしても， 実務ベースの運転になったとき，現在の運営システムが最

適であるとは考えられない。同じ特定研究の総括班のなかでは，島内武彦を代表とするT委

員会「開発計画推進委員会」でこの問題の検討が行われている。そこでは次のような見解に

まとまりつつある。

すなわち，ディスク内にデータベースを常駐させることと，データベースの内容の更新・維持

管理とについて，前者は計算機センター内の作業として可能であったとしても，後老につい

ては，特定専門分野の研究者の協力を抜きにしてはその作業の実施が考えられない．そこで

後者の作業を全国の大型計算機センター以外のセンターにゆだねることが望ましいのではな

いかというのである．この場合には，専門分野別中核拠点が，データベースの作成・更新・

維持管理を行い，通信回線網で各大型計算機センターの回線網（現在では，東大と京大との

間で実験中である）を通じて利用されることになる。

 自然科学諸分野では，データベース編成を含めて急速な整備がなされているのに対して，

社会科学分野の対応はかならずしも活発とはいわれない。経済学の分野では，皿章で展望し

た様に，京都大学森ログループ，和歌山大学，神戸大学杉浦・定道グループ，慶応大学森グ

ループなどで，現時的ファイルを利用して計量経済学分析がなされており，これらと各省庁

で開発されている省庁内データベースとどの様に連結されていくか，またこれらの現時的デ

ータベースに対して，このLTESデータベースの様な遡及的データベースがどの様な役割を

果しうるかは早急に検討されるべき課題であるといえる。

  参 考 文 献

 1）東大大型センター（OS7）のSPSSの解説

〔1〕 「SPSS利用の手引』（東大大型計算機センタ…）

図  rSPSSについて」〔1）～（4）『東大大型計算機センターセンター・ニュース，』8巻，3～6

  号（1976年3月～6月）
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〔3〕 「システム解説」（1｝～（2）『同上誌』8巻10～12号（1976年iO月11．12月）

団 「SPSSについて一第6版の解説一」（11～（5）「同上誌」9巻1号，5－8号，10号（1977

 年1月，5月，6月，7，8月，10月）

 2）OS7のジョブ・コントロ～ル・カードについて

〔5〕 rSPSSについて（以下，この解説を読まれたい，標題は省略して参照すべき項目を（）

 に入れておく。）」『同上誌』8巻5号（ただし，FN；SYSPRFのカタログ化は現在必要

 ない。〃SPSSを入れればよい）
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  Suppiement癒7， SPSS使用の手引（1974年）

 5）データ・センターのあり方
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